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1

新年 挨拶のご
神戸支部長 高 田 昌 之

謹 新年 挨拶 申 上 。

神戸支部会員並 賛助会員 皆様 、平素

支部活動 協力 賜 誠 有難

。心 厚 御礼申 上 。

一昨年末 発生 「構造計算書偽造事件」、

年以上 過 事件関係者 裁判 行

。 建物 安全性 確保 建築士

対 信頼 回復 為、建築基準法 建築士法

一部 改正 法律案 審議 。一

定規模 建物 専門能力 有 建築士 構

造、設備 法適合 義務付

。 建築士事務所 所属 建

築士 資質、能力 向上 為 指定講習機関 行

定期講習 受講 義務付

。職業倫理 尊守 技術 研修等 自己研鑚

勤 想 、

義務付 成 建築士 資格

、…。改 国民 生命 財産 守 専門家

信頼 回復 努力

思 。

今、本部 公益社団法人資格取得 向 特

別委員会 設置 、組織 実現方策 検討 取組

。国 公益法人 抜本的改革 合 、

協会 公共福祉 対 社会的責任 資格取得

必要性 迫 。支部 立場

事業活動内容 会計処理等、対処

要素 沢山有 。会員 皆 協議

対応 行 考 。

神戸市 耐震化 促進 事業 、支

部診断員 皆 協力 年々診断件数 増

、今年度 月初 戸建 戸

長屋 棟、共同住宅 物件 受注 。

診断件数 増 聞 。強度不

足 住宅 耐震化 進 為、診断員 増強

含 協力 願 。最後 、

会員及 賛助会員 皆様 発展 多幸 祈

申 上 、新年 挨拶

。

んで のご を し げます

びに の には

より にご を りまして に うご

ざいます より く し げます

に した

あれから が ぎ の が わ

れています そして の の と

に する の の と

の を する が されています

の は を する による

の チェックが けられること

になりそうです また に する

の の の に の

う の が けられようとしていま

す の や の の に

めなければならないと いますが いろんなこ

とを けられなければ らない の

とは めて の と を る

としての を するための をしなければ

と います

では に けて

を し や の に

んでいます の の に せ

の に する から

の に られています の としても

や しなければなら

ない が ります の さんとも

しながら して きたいと えています

のすまいの を する も

の さんの により も

えてきており は めで

を しました これ

からも は えると いています

の の を めていく の

を め をお いします になりましたが

び の のご とご をお

り し げまして のご とさせていただ

きます

１

，12 450
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神戸市長 矢 田 立 郎
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2

謹 新年 挨拶 申 上 。

兵庫県建築設計事務所協会神戸支部 皆様

、平素 神戸市政 格別 理

解 協力 賜 、厚 礼申 上 。

今年 、神戸空港 開港 生 新

活力 胎動 、神戸 都市魅力 価値 創造、

経済 活性化 雇用 創出 確実 結 付 、

未来 飛躍 持続的 発展 向 進 重要

時期 考 。

、神戸 産業 元気 、観光都市

一層加速 、環境 活力 調

和 実現 施策分野 、

重点的 取 組 展開

考 。

、震災 培 「自律 連帯」 精神

大切 継承 、協働 参画 市民 主

役 推進 、 細

施策 講 、全 市民 真 豊 実

感 、安心 元気 暮 神戸 実現

。

市政 現状 課題 踏 、一昨年、

市民 策定 「神戸 」 推

進 今年 全力 取 組 考

。

、 中 「安全 安心 ・

」 実現 、「 対策」

「建物 耐震化」 必要不可欠 重要施策 位

置 。

特 「建物 耐震化」 、総合的・具

体的 促進方策 定 計画 作成 、

、幅広 、着実 建築物 耐

震化 図 考 。

多様化 市民 ー 新 地域課

題 対応 、専門家 皆様方

、市民・地域 市 対等 立場 、 互

果 責任 役割 自覚 、 ー ー

関係 取 組 必要

。

、神戸支部 皆様方 知恵 力

活 、安全 安心、 元気 神戸

進 、今後 神戸市政

変 支援、 協力 願 申 上 。

最後 、皆様方 発展 多幸

祈念 、新年 挨拶

。

んで のご を し げます

の に

おかれましては より に のご

とご を り くお し げます

は の により まれた しい

の を の と の そ

して の と の に に び け

への と な に けて む な

と えております

そのため の を にし づ

くりを させるとともに と が

したまちづくりを する において

さらに な り みを しなければならな

いと えております

また で われた と の を

に しながら と による が

のまちづくりを するとともに よりきめ

やかな を じ ての が の かさを

し で に らせる のまちを し

なければなりません

このような の と を まえ

とともに した ビジョン の

に も で り んでいきたいと えてお

ります

そして その でも で なすまい ま

ちづくり の のために アスベスト

や の を な と

づけております

に の については

な について めた を し す

まいをはじめとして く に の

を っていきたいと えております

ますます する ニ ズや たな

に するためには である をは

じめ が と の で お いに

たすべき と を し パ トナ シッ

プ をつくりあげて り むことが となり

ます

そのため の の と をまち

づくりに かし で そして な

のまちづくりを めるよう とも へ

の わらぬご ご をお い し げます

になりましたが のご とご

を いたしまして のご とさせていた

だきます

õ

2010
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年頭にあたって
神戸市都市計画総局参与 鈴 木 三 郎

新年 。
平素 、本市 建築行政 格別 支援
協力 、厚 礼申 上 。

、昨年 建築関係 法律 改正等 相次
年 。 中 取
上 思 。

、一昨年 世間 問題 建築物
安全・安心 関 一連 事件 、建築基準法
建築士法等 改正 。
石綿関係 一連 問題 受 、建築基準法
昨年 月 改正、 月 施行 。吹付

等 既存建築物 、今後
増改築 行 、既存部分 原則撤
去 義務付 等 措置 取

。
構造計算書偽装問題 、行政、建設業界、建築
士 信頼 失墜 大変大 問題 。
問題 建築基準法、建築士法等 昨年 月
日 改正 、構造計算適合性判定 実施等
建築確認・検査 厳格化、建築士等 業務 適
正化 罰則 強化、建築士、建築士事務所及 指
定確認検査機関 情報開示 盛 込
。 、 原稿 書 時点
国会 建築士法等 大規模 改正 検討

。
一方、 社会問題化 課題 受 法律
改正以外 、社会情勢 変化 長期的
視点 法整備 行 。
最初 、今後確実 到来 超高齢化、人口減
社会 対応 、市街地拡大 抑制 中心市

街地 機能強化 目指 法改正 。
「 法」 改正 、郊外 工業系地
域 大規模集客施設 立地規制 中心市
街地 都市機能 集約 目的
。建築基準法 用途規制 今年 月末 施

行 。「 ー新法」 昨年公布、
施行 、旅客施設、建築物等及

間 経路 一体的 整備 推進 、 高齢
者 障害 方々 利用 建築物
整備 求 。

、地球温暖化、環境問題 点 法改正
等 反映 。「 ー 使用 合
理化 関 法律（省 法）」 昨年改正 、
今回新 延 面積 ㎡以上 住宅 新築・
増改築・大規模 改修等 行 場合 届出義務
追加 。神戸市 昨年「建築
物総合環境評価制度（ 神戸）」 制定 、
一定規模以上 建築物 建 際 届出 制
度 始 。 制度 建築主 自主的
取 組 、環境負荷 少 建物計画

促進 目標 。
法改正 十分 理解 、専門家
共 適正 実施 事 、建築 携

私達 社会 信頼 回復 、要請 答
事 思 。
最後 、本年 、兵庫県建築士事

務所協会神戸支部 皆様 、神戸 ・
活躍 祈念 、

新年 挨拶 。

あけましておめでとうございます
より の に のご とご
をいただき くお し げます
さて は の の が い
だ となりました これらの からいくつか り
げさせていだだきたいと います
まず より で となった の

に する の は や
の につながりました
の の を けて が
に に されました け

アスベスト のある については
を うときに についても

することが けられる の が られて
います

は
の を させた きな です この
をうけた の
の では の によ

る の の の
と の び

の などが り まれてい
ます また この を いている において
も で の な が されて
おります

これら した を けた
にも の といった な

からの も われています
に に する

への として の や

の を した があります
まちづくり の では や
での の とともに
に を することを としていま

す の が までに
されます バリアフリ は
されましたが びこれ

らの の の な を し より
や のある などに しやすい の
が められています

また という も
に されています エネルギ の の
に する エネ が され
たに べ の の

な を う の が
となりました においても

を し
の を てる に をする

が まりました この では の
な り みにより の ない の
を としております

これらの を に し である
みなさまと に に する が に わ
る が からの を し に える
になると います
になりましたが も

の が のすまい まち
づくりにご されることを いたしまして
の とさせていただきます

２

３

10

6 21

11

2,000
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年頭にあたって
神戸市都市計画総局建築指導部参事 市 原 俊 彦

新年明 。

日 、「新神戸市建築物安全安心実施計画」

協力賜 、厚 礼申 上 。 、建

築物 関 安全 安心 尽力

有難 。

数年来、建築物 関 、

市民生活 面 安全安心 関 痛

事件事故 多発 。市民 皆

安全安心 関心 高 、 厳

。 培 社会 安全安心

信頼 失 云 。専門家

方 一緒 、建築物 安全安心 確

保 、信頼 回復 考 。

、建築物 安全安心 関 事務事業

取上 紹介 思

。

目 、特殊建築物等定期報告制度 。

、建物 建 後 、人 健康診断 受

同 建築物 定期的 （ 年 回）

調査 行 、建築物 安全 守

。建物 所有者 理解 得

定着 、専門家 適正 診断調査、必

要 改善 、建物 良好 維持管理

期待 。

次 、 対策 。建築基準法 昨年

月 改正・施行 。飛散

使用 禁止 、 等

吹付 既存建築物 既存不適格 、

今後増改築 行 時 、原則除去 義務

付 。昨年 月 、共同住宅、

店舗、事務所 多数 人 利用 建物

、吹付 除去 促進 、

除去費用 対 補助制度 設 、活用

。今後 一層積極的 働

考 。

目 、既存建築物 耐震化 促進 。昨

年 月 、改正耐震改修促進法 施行

、国 基本方針 示 。近 将来

発生 予想 地震 市民 生命、財産 保

護 、公共、民間 問 、早急 建築物

耐震化 強 求 。今後、 一

層力 入 取 組 考

。

建築物 安全安心 、本年 、

引 続 、 協力 尽力

願 申 上 。

けましておめでとうございます

ごろは

にご り くお し げます また

に わる で なまちづくりにご い

ただき うございます

ここ に わることばかりなく

のいろいろな で に する ま

しい が しております の さん

の への も く また しくなってい

ます これまで われてきた の への

が われてきていると えます のみ

なさま と になって の を

し を したいと えております

さて の に わる をい

くつか げてご させていただきたいと い

ます

つ は です こ

れは を てた で が を ける

のと じように も に に

を っていただき の を ろうと

するものです の などのご を て

さらに し による な

な がされ が に されるこ

とを しています

に アスベスト です が

に されました のおそれのあ

るアスベストの が され アスベスト が

けられている は となり

を う は することが

けられたところです に

など の が する におい

て けアスベストの などを するため

などに する を け いた

だいております もより に きか

けていきたいと えています

つ は の の です

には が されると

ともに の が されました い

が される から の を

するため を わず な

の が く められています より

を れて り んでまいりたいと えてい

ます

の なまちづくりのため も

これまでに き き ご ご いただきます

ようお い し げます

１

３ １

７

３

１

10
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年頭にあたって
神戸市都市計画総局建築安全課長 大 東 寛 治

新年 。

平素 、 兵庫県建築設計事務所協会神戸支部

皆様 、神戸市建築行政 推進 何

支援、 協力 厚 礼申 上

。

昨年 、耐震強度偽装問題 日本中 揺 、

建築物 安全・安心 対 国民 信頼 失 、

建築確認制度 問 年 。

国 方 、一連 問題 再発防止策

、建築基準法、建築士法等 改正 行 、

今年 春 施行 、建築物

安全性確保 向 新 取 組 年

。

建築基準法 主 改正点 、①構造計算適合性

判定機関 設置 専門家 審査等 、建

築確認・検査 厳格化 ②特定行政庁 指導

監督 強化等 、指定確認検査機関 業務

適正化 ③建築士等 罰則強化 等 。

建築士法 主 改正点 、①建築士 対 定

期講習 義務付 等、建築士 資質、能力 向上

②構造設計一級建築士及 設備設計一級建築士

法適合 義務付 等 ③建築士会・

建築設計事務所協会等 、建築士 対 研

修 実施 等 。

神戸市 、平成 年 民間開放以降 適

正 確認検査業務 実施 関 神戸市 取 組

検証 、新 構築 、昨年

春 建築指導部内 ー ー

。国 法改正 施行 、

①指針 基 厳格 建築確認審査・検査 実施

②指定確認検査機関 指導、監督、支援

③建築確認検査 仕組 見直 等 取 組

。

今後 、建築業界全体 信頼回復 、専

門家 皆 方 連携 深

必要 、良質 形成 共 取

組 考 。

最後 、今年 神戸市

建築行政 支援 協力

願 申 上 、兵庫県建築設計事務

所協会神戸支部 皆 良 年

祈 申 上 、年頭 挨拶

。

あけましておめでとうございます

は

の には の について か

とご ご をいただき くお し げ

ます

は が を るがし

の に する の は われ

のありようが われた でした

このため の では の の と

して の が われ

いよいよ の から されるわけで

の に けた たな り みの になり

ます

の な は

の と による による

の による

の による の の

の です

の な は に する

の け の の

び

による チェックの け

による に する

の です

としても の の

な の に する の り

みを し たなシステムを すべく

に に つのチ ムをスタ トさせ

ました の の にあわせて

に づく な の

の

の みの し に り んで

いるところです

とも の のため

である さん との をますます めてい

く があり なストックの に に り

んでいきたいと えています

になりましたが もなにとぞ の

にご ご をくださいますようにお

い し げますとともに

の さんにとっても い になり

ますことをお り し げ のご とさせ

ていただきます

õ

１

６

11
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新年 挨拶のご
神戸市都市計画総局住宅部住宅政策課長 阿 部 憲 敏

新年 。

平素 、本市 住宅行政 格別 協力

、厚 礼申 上 。

本市 、神戸市 安心支援 ー

（ ） 通 、情報 ー

協働 基軸 ー 構築 、

住宅市場 消費者 「 手」

支援 。

、生活 基盤 「 」

、住宅 安全 手 安心 確保

耐震化 喫緊 課題 、平成 年度

耐震化率 ％ 目指 。 、

戸 耐震改修等 必要 推計 。

本市 、無料耐震診断、耐震改修費用 補助

制度 用意 、情報提供 行

政 取組 当然限界 。

実効 、専門家 連携

個々 手 直接働

、専門家 体制 充分 整備 耐

震化 向 手 期待 担

、 。

中 、兵庫県建築設計事務所協会神

戸支部 、「神戸市建築物安全安心推進協

議会・ 耐震化促進部会」 参加

、貴重 提言 、

主催 講習会 参加、

出展 、各種行事 積極的 協力

。特 、耐震化 必要性 市民 ー

催 「 耐震 」

「神戸市 耐震 ー 」 主要

ー 尽力 。

、神戸支部 建築関係 団体 「神

戸市 耐震 ー 」 組織

。 活動 耐震改修工事 品質 確保 、

悪徳業者 防止 。安

心 耐震改修設計・工事 任

、市民 大 期待 寄 。

、神戸支部会員 皆様 、支部内 設

耐震委員会 中心 、

通 「神戸市 耐震診断員派遣事業」

協力 。耐震診断業務

、診断後 相談（ ） 耐

震改修工事 誘導 加 、診断 関 技術

基準 整備 提案

。 、診断 経験 活 講習会

講師 願 、専門家 育成、施工者

技術力向上 協力 。

本年 、 活動 多 神戸支部会

員 皆様 参加 願

、 行政 必要

条件整備 行 所存 。

最後 、本年 、兵庫県建築設計

事務所協会神戸支部 皆様 、神戸 ・

活躍 祈念 、

新年 挨拶 。

あけましておめでとうございます

より の に のご をい

ただき くお し げます

では すまいの センタ

すまいるネット を じて によるサポ

トや を としたネットワ クの により

における でもある すまい を

しています

なかでも の である すまい につい

て の とすまい の を するため

にはその は の であり

の を しています そのためには

の が と しています

では の な

どの は できましたが などの

だけの みでは があります これら

を あるものにするためには と し

ていかに のすまい に きかけていくこ

とができるか の を に して

へ かうすまい の を うことができる

か にかかっています

そのような で

としては

すまいの にもご いた

だき なご をいただくとともに すまい

るネットの する への イベントへ

の など に にご いただい

ております に の を にアピ

ルする しである こうべすまいの フェア

や すまいの キャンペ ン の メ

ンバ としてご いただいております

また は とともに

すまいの ネットワ ク を されてい

ます この は の を し

によるトラブルを するものです

できる を せられるところ

として の きな が せられています

さらに の には に

けられた を に すまいるネットを

じての すまいの

にご いただいております だけ

ではなく の ガイダンス による

への に えて に する

の についてもご をいただいていると

ころです また の を かして の

をお いするなど の の

にもご いただいております

は これらの により くの

の がご いただきたくお いするととも

に またそれができるように としても な

を っていく です

になりましたが も

の が のすまい ま

ちづくりにご されることを いたしまして

のご とさせていただきます

27

90

13,300

2
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新年 挨拶のご
神戸支部副支部長 田 中 邦 男

新年明 御座 。

日頃 当会神戸支部 事業 賛同・ 協力

誠 有難 。

昨今、 景気 超 言

、 景気 実感

。 建築士 取 巻 環境

耐震偽装問題 端 発 仕事量以上 責任 重

様 様々 面 厳

思 。当会 「建築士 、建築設

計事務所 、」 （ 時間 有 ）

十分 考 、建築士 会 望 方向

見出 時期 来 思 。

一方、既存建物 対 耐震診断 申込件数

前年 較 相当増 様 、兵庫県

神戸市 補助金制度 設 後押

耐震補強工事 結

現状 。市民 財産 守 建築

士 務 認識 。市民 皆様 会合等機

会 耐震補強 対 ＰＲ・助言

思 。

今後、 情報 提供 会員 方々 共

技術 向上 計 、市民生活 貢献 建築

士 目指 思 。

今後共 協力・ 指導・ 鞭撻 程宜 願

致 。

けましておめでとう います

より の にご ご

をいただき に うございます

いざなぎ を えたと われています

が いまひとつ がよくなったという がわ

きません そんななかで を り く は

に を し に が く

のしかかってくる になり な で しくなっ

てくると います も とは

とは を あまり は りませんが

に え として として ましい

を す に ていると います

に する の は

に べて えている ですが と

が を けて ししているにも

かかわらず にはまだまだ びついて

いないのが です の を るのも

の めと します の との

があれば に する をしてい

ただきたいと います

さまざまな を し の と

に の を り に できる

を したいと います

ご ご ご の しくお

い します
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新年 挨拶のご
神戸支部副支部長 山 本 康一郎

新年明 。

平素 、神戸支部会員並 賛助会員 皆様

、神戸支部 活動 協力 賜 厚 御礼申

上 。 神戸市役所 幹部 皆様 始 、

多 方 指導 仰 副支部長 勤

頂 、心 感謝 申 上 次第

。

昨年 月 、神戸支部 副支部長

大変 重責 、心 事務

所協会本部 常務理事 大役 拝命 、協会活動

明 暮 日々 過 頂 。

、平成 年 年 数年間 、事務所協

会 、 会員 大変革期 訪

想像 。

一点目 、一昨年 月 我々建築士 常識

到底考 構造計算偽装事件 始 、緊

急調査委員会、社会資本整備審議会 建築生産

全体 議論 中 、建築士

方 問 、建築士制度 抜本的見直 図

。 建築士法等 改正法

案 第 回臨時国会 成立 運 。

日事連 提言 趣旨 多 採 入

、「建築士事務所協会 法定化」（改正法

条 ） 、単位会 法定団体 成

得 。

定款 改正 始 、諸規程 整備、事務実施

体制 整備 検討 始 。

二点目 、公益社団法人 取 組 始

。我々 会 含 「公益法人」 総称

団体 、制度改革 大 変

。平成 年 月 施行 新制度 、現

在 公益法人 種類 分 「一般社団」 誰

登記 簡単 設立 。

国 県 第三者機関 公益性 認

、「公益社団」 認定 、税 含 優遇措

置 受 、社会 信頼度 評

価 著 高 考 。

我々 事業 、公益性 高 事業

、 同業 集 、共

益事業 中心 活動 実

態 。 、事務所協会本部 特 神

戸支部 一体 、責任 事業 企画 、

実施 知恵 必要

。

神戸支部 、 二 改革

通 、成長 平成 年 支部創立 周年

迎 、新 半世紀 ー 原点

思 。

事務所協会 、素晴 見識、数々 経験

持 先輩諸兄 沢山 、私

二 役職 担 本当 荷 重 実感

、本部 神戸支部 役 、

本年 微力 事務所協会 発展 少

役 立 願 頑張 思 。

けましておめでとうございます

は びに の に

は の にご を り く し

げます また の の を め

くの からのご を ぎ を めさせ

て いており から を し げる であ

ります

また からは の だけ

でも な にもかかわらず ならずも

の の を し

に け れる を ごさせて いております

さて とここ は

にとって また にとって が れる

ことになると されます

は に の では

えられない に まり

で シ

ステム におよぼす の で のあり

が われ の しが られ

ることになりました そして の

が で の びとなりました

そのなかで の の から くが り

れられ の

の により としても と り

うるビックチャンスを ることになりました ゆ

えに の を め の

の などの が まります

は への り みが まる

ことです の も め と さ

れる は で きく わろうとしてい

ます に される では

の が に かれ は

でも で に できるようになります そ

のうえで や の に を められ

れば に され を め

が けられるとともに からの や

が しく まることにつながると えられます

しかし の は の い もおこなっ

ていますが どうしても の まりにつき

が として をおこなっているのが

であります よって と に

が となって ある を し

どう していくかについて をしぼる が

あります

そして にとっても この つの を

し することが に

を え たな をスタ トする になる

のではないかと っています

には らしい の

をお ちの が おられるなかで が

つの を うには に が いと して

おりますが と のつなぎ となり

も ながら の に しでもお

に てたらとの いで りたいと います

４

２

19 20

11

165

27

20 12

2

21 50
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年 頭 挨 拶ご
神戸支部副支部長 竹 中 郁 雄

新年明 。

若輩 平成 年度 神戸支部副支部長

仰 竹中郁雄 。

昨年 構造計算偽造事件 「建築

士」、「建築設計事務所」 色々 意味 ー

、世間 存在 再認識

、国民 私 対 信頼 大 失墜

。

結果、建築士 資質・能力 向上、高度

専門能力 有 建築士 育成・活用、設計・工

事監理業務 適正化 図 、『建築物 安全

性及 建築士制度 対 国民 信頼回復』 目

指 建築基準法、建築士法 大 改正

。

私 兵庫県建築設計事務所協会 建築

士法改正 受 、建築士 研修 建築主 苦情処

理 担 、名称変更、公益法人化 変貌

遂 。

平成 年 兵庫県 指導 元、 兵庫県建

築設計事務所協会 行 耐震診断業務 平

成 年 中央防災会議 掲 「耐震化率

％ 年以内 実現 、東海、東南海、南海地震

死者 半減 」 耐震化目標 元

、改正耐震改修促進法 施行 、診断量 大

幅増加 。

、同法施行 兵庫県、神戸市改修助成

制度 充実 、一般市民 耐震診断受診者 耐震

改修 意識 高 、診断員 建築士 対

市民 相談、依頼 多 。

言 敷居 高 思

我々「建築士」、「建築設計事務所」 、

機 親 易 、 信頼 本当

意味 建築 団体

為、 以上 自己啓発 必要 考

。

、責任 大 課 中、義

務 増大 比例 権利 主張 地位

確立 。

、建築業界、 兵庫県建築設計事務所

協会神戸支部 、微力 、研鑽

努力 所存 。

今後 指導 鞭撻 、 願

。

けましておめでとうございます

ながら から を

せつかっております です

は などマスコミで

が な でクロ ズ

アップされ にその が されました

が の たちに する は きく して

しまいました

その の の な

を する の

の などを り の

び に する の を

し などが きく され

ることになりました

ども もこの

を け の や の

を うべく へと を

げようとしています

から のご の

が ってきた も

の で げられた

を に し

による を させる という を

に が され が

しました

また により

も し や の

への も まり である に

する の がより くなってきました

これまでどちらかと うと が いと われて

きた も これ

を にもっと しみ く もっと される

の の プロフェッショナルの にしてい

く これまで に が だと えて

います

また がどんどん きく せられる

の と して も できるよう を

していきたいものです

そのため

のため ではありますが

してまいる でございます

ともご ご のほど よろしくお い

いたします

18

12

17 90

10

õ

õ

õ
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● 周年企画座談会 ●50

元 支 部 長 元 支 部 長 元 支 部 長

支 部 長 副 支 部 長 広 報 部 長

広 報 部 員 広 報 部 員

時間 参 、今 周年

座談会 開催 。今日 忙

中、諸先輩方 集

。

御案内 通 平成 年度 神戸支部 周年 迎

。 年 大 節目 来

、今 年 歩 少 整理

思 。昨年度 支部

長経験者並 、当時 関係深 皆 集

、協会創立時 大変苦労 話

、思 出話 大 語 。

昭和 年度 平成 年度 年

間 一 区切 、 間、支部

長 高松先生、正井先生、川

崎先生、 現役 高田支部長並 広報部

部員 、当時 神戸支部 活動状況 、 大

変御苦労 話 聞 、財

政状況等 苦労話 楽 ー

聞 願 思 。気

軽 話 伺 思

。 、我々 方 質問等

、今 時間 座談会 開催

思 。 、高田支

部長 方 現在 支部活動 状況 、御

報告並 御説明 思 。

本日 忙 中

。今 司会 方 話

周年 向 、皆 諸先輩方 積

上 実績等 記録 残

我々 今置 立場

考 。 辺 含 先 話

去年 順繰 座談会

、貴重 御意見等 記録 残

。我々 今現在、

諸先輩 事業 活

動 、

高 松 昭 雄 正 井 彬 博 川 崎 宏
高 田 昌 之 山本 康一郎 成 瀬 秀 一
小比賀 秀士 高 松 範 明
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お も りましたので から の

を させていただきます はお し

い お まりいただきましてありがと

うございます

の り に を

えます そのような の きな が るわけ

ですけれども までの の みを し を

していきたいと っております から

びに の い さんにお ま

りいただき の をされたお

や い を いに っていただきました

きょうは から までの

の つの りといたしまして その

をしていただきました

それと の びに の

とで の の や また

された も いたことがありますが

いろんな や しいエピソ ドをお

かせ いたいというふうに っております

にお をお いさせていただきたいと ってお

ります また の からも をさせてい

ただきまして から ぐらい を

したいと っております それではまず

の から の の について

びに をしていただきたいと います

はどうもお しい ありがとう

ございます も の から があったように

に けて さん にいろいろ み

げてこられたその を に していくべ

きかと もちょっと かれている からも

えております その も めまして ほども

があったように から りに をやらせ

ていただいて な を に そうと

いうことでやっております も いろ

いろ がやってこられたその をもとに

をやらせていただいておりますが それがもっ

50
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とうまい に ければいいなということで

していますので のないお をいただきたい

それと のところ ほどの

で をやっており なスタッフに まれま

して その の で ほかの に しては

できるような をできているのではないか

と もしておりますので その も めてまた

をいただければありがたいと っており

ます

あ

りがとうございました

それでは にまず

を ねまして

ごろから

ごろの に

とってどのような

であったか また とか でどのような

の で ごされたかというような い を

ねて を っていただきたいというよう

に っております

では から

は さんや さんと って

で った で から させてもらいました

が をやめた はまだ というのは

にしてみてもほかの にしてみても

ぺい と の の さとの そ

れと の ということを っていたらすべて

もう は いけるような のときで

した

その が をやめてからいわゆる

や の が てきて に

も になりました そういう があっ

て がスム ズに まないような でした

そこでその の がいわゆる

というのものをつくり それで と す

るようになりました それで と

というものをつくって し いをするよ

うになりました そこへ が をやめてきた

から の がうまいこと たなという

ような で ちょうど に された

んやろうとそう っております その の

ごろに は が わって

になりました それから の さんがそ

の を めるにおいて されたと いま

す その か が さん さんとか

にいろんな がたくさんいるのに になっ

てしまいました は がもう つよ

うわからないので さんと さんに

になってもらいました が をして を

していたかということですが その

では の をつくっておりました その

に らし わせて をしていま

した それで の がスム ズに

をするために その の を に め

ました また にも があります そこ

で と と を させたのが いわゆ

る の の き です それからもう

つ の があります は

を するところがありませんでしたので

ちょっと の っこで していたわけです だ

から をきちっとつくってくれと しまし

た それで り のところに ができました

もう つ きなのは です とい

うのがあります というのを

の が でつくるわけにいきませんの

で と で と というのをつ

くり それで したわけです

ありがとうございました それで

は に お いします

は さんの のときに

でしたから

そうですね ですね

もう つ は さんのときに

となり の は でした その

方向 行 期待

、忌憚 話 。

、今 大体年間 万円 予算

事業 、優秀 恵

、 予算 中 結構 支部 対

自慢 活動

自負 、 辺 含

御意見 思

。

高田支部長、

。

順番

自己紹介 兼 、

昭和 年 平成

年 間御本人

時代

、 仕事 生活 環境

中 過 思 出話 自己

紹介兼 口火 切

思 。

高松元支部長 。

私 正井 川崎 違 役所

育 人間 途中 入会 。

私 役所 当時 基準法 、

用途地域 条例 、

結局建 率 、道路 斜線 高 関係、

条 道路 知

基準法 大体 状態

。

後私 役所 北側斜線

用途地域 細分化、開発関係 出 非常

基準法 複雑 。 状況

仕事 ー 進 状態 。

当時 山本支部長 連絡協議

会 、 神戸市 交渉

。 月 回、神戸市 連

絡協議会 話 合

。 私 神戸市

、役所出身 人間 来

格好 、 副支部長 私推薦

思 。 当時 年

建築士事務所協会 組織 変 社団法

人 。 支部長 山本

基礎 固 随分苦労 思

。 後何故 私 正井 川崎 、他

先輩 支部長

。当時私 業界関係 一

、正井 川崎 副支部

長 。私 支部長 何

、 当時神戸市内

部 建基法 内規 。

内規集 照 合 、指導・審査

。 民間 設計事務所 ー 仕事

、 内規集 公表 神戸市 求

。 兵庫県 内規集 。

県 神戸市 内規集 統一 、

今 「確認申請 手引 」 。

一 、確認申請 訂正台 。当時 確認

申請 訂正 、

机 隅 訂正 。

訂正台 交渉

。 入 口 訂正台 。

一 大 条例集 。建築条例集

。建築条例集 建築事務

所協会 支部 単独

建築士会 共同 神戸市 条例集

、 配布 。

高松先生 。

次 正井元支部長 願 。

私 高松 支部長 副支部

長 、 期。

。 期 。

一 前、私 山本 副

支部長 、此 時 期 年 。 前

900
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は のときから

になりました の

があったので りに

く になり

の は ばたばたし

ていました が く

なってからは そのよ

うな で くからお いをさせてもらった

で い とのつながりがあり の も く

っているみたいな になりました に

を したのは さんの で さんを

んでまた に された でした その

さんの にまた をさせて き

ました になったのは で させ

て きました その に があり

をつくったときがちょっと でした また

ができた の は でした さん

の は でした それに は も しか

いませんでした その な で に しい

の に か をするにしても で

したが まあ とか をふやしたいというこ

とと にもこういう があるという を

したいと っていました とか を

にしたいというのが にずっとありました それ

に えて があっても がとても なく

そこでこういう しい がありますよ こんな

こともしていますよ ということで になって

したことが に っています が

うれしかったのは の です

これは の が して り がりま

した その に さんのお でボ リング

をやりました これがまた で の

がありました までなかなか してくれな

かったのですが の が てくれた が

しかったです

の は でした

とにかく の を にいろいろ

やゴルフ お いの を る を け

ました これを に いて をやったというこ

とが の です

それでは バッタ で は

を めていただきました から

その のことをお いします

ほど さんのときにも ましたが

との というのがありました こ

れをさかのぼって べてみたら が

です これが と と ねて

されています それからその に を に

しましたが それ ちょっと えてしまい

に の となったのが

からが に として

しました ところが の ごろから

いろいろと が わってきました それで

には ワンル ムマンションの

ができました このころにワンル ムマンション

を てるときにちょっと り げて を に

したり くして てにしたり らんこと

ばっかりするので てて がワンル ムマ

ンションを せないかんということで たよ

うです それから ってきたのがツ バイ

フォ の で ツ バイ フォ が に

されたのが ですよね これ の です

が そのころに の しがあり は

デザイン こういうのができたんで

す その は のときで れましたけど

から あるごとに か って に

ったということもありました それから の

の もいろいろ わったりしまして

そういう とかその な が かった

でした それとなぜ が のお が ずつ

して が したかというと の の に

に が で され

ることが まりました ついては が な

ので さんをしないといけない いけれど

49

57

25

51

60

100
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43

41

27

36 8

10

42

42

56

61

62

年 幹事

。父 関

係 割

早 幹事 、幹事

間 結構

。父 亡

、

事 早 手伝 関係

、案外古 人 会 事 良

解 状況 。最初 副

支部長 担当 山本 時 大川

挟 支部長 復帰 時 。 後

高松 在任期間 副支部長 頂

。支部長 昭和 年 期

頂 。 間 周年記念 記念誌

大変 。 神戸

支部 当時 会員 名 。高松

頃 名 。 当時 理事 名

。 様 事 非常 苦 財政

状況 中、本当 何 事業 大変

、 何 会員数

、世間 会 事 ＰＲ

思 。何 会員数 人

頭 。

加 総会 参加人数 少 、

楽 事業 、

、 必死

ＰＲ 一番印象 残 。私 一

番 、昭和 年 新年互礼会 。

約半数 名 出席 大変盛 上

。又 際 川崎 世話 ー

大会 。 盛会 名 参加

者 。今 参加

、約半数 人 来 事 嬉

。

前 年 名 。

会員 増強 目的

同好会 、 互 親睦 図 機会 設

。 頭 置 事業

一番 印象 。

番 ー 、今度 期 年、

支部長 務 川崎元支部長

時代 願 。

先 高松 出 、

神戸市 連絡協議会 。

調 、昭和 年 月

第 回 。 研修会 懇親会 兼 開催

。 年 回目 月

、 以後 途絶 、

正式 建築部 連絡協議会 昭和 年。

昭和 年 正式 、毎年連絡協議会 開

催 。 昭和 年代 後半 、

基準法 変 。 、

昭和 年 、 ー 指導要綱

。 ー

建 掘 下 階 階

、低 階建 、要

、慌 神戸市 ー

規制 出来

。 、入 ー・ ・

ー 関係 。 ー・ ・ ー 本格的

導入 年 。 私 時代

、 用途地域 見直 、又 、

建築 相談制度、

。 相談制度 震災 崩 。

事務所協会 事 何人 行 窓口

座 。 土木

宅地規制 関係 変 、

説明会 様 会合 多 時代

。 私 、先 二人 年

私 年 、 年目 前 年 、

平成 年 全国大会 兵庫県（神戸市） 開催

決 。 神戸市 地元

、裏方 、悪

２
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も さんは ってほしいという があっ

たからでした

それでは お にまず

のお を かせていただいたわけですが の

の と うわけですが ま

た の から でも をしていただ

いて の をもう し めていきたいと って

おります

かお に

は に

それから と と あとは の

があります の が という

のはどういうふうな になっておられたので

すか

だから

で

は ず になっていて やったら がいる

けど それはなかったですよ

の に の を やしたのですが

その は の のバランスとるためで

した から まで いている を くしてばら

けないように を んだのが という でし

た それに がついたから ふえたんです

よ

さんそんな をこしらえたら

がみんな になるよと った がありまし

たね が なかったから

そうすれば にも て るしね

てくるね も てくるので やっ

ぱり が ていってしなければいけない

ちになって してきたね

の どういう をとってお

られたのですか

お い の が なかったから

ね それでゴルフやボ リングや その いろん

な の の で をみつけました

や む なんかもそうです それから

をつくったのが のときでした

それと の に を す こ

うやって は したことないけども

とか かいうてスタンプを していまし

たね

の に の

に の やから はそのような い

ことをしない いないと う で の のと

ころに のゴム を していま

した

それ かだれかがスタンプ ってい

たのですか

いえいえ みんなが っていました

のゴム です かそういうのあ

りましたね

を しますが さんが と と

の になられてコミュニケ ションを られ

たのですか

で った だから

に れても

らっても まだまだ

やめて り もたっ

てないしやね ほとん

どの の それ

から の の みんな いるわけです

みたいに すぐ わっていくことはなかったで

すからね ほとんどがいたから もしやすい

し そやから その なんかでも

ししやすいし こうしてくれ ああしてくれいう

ことは も えるし は える にいたと

いうことですね

さんがパイプ になられたおか

げで に して が えるようになったわ

けですね

やりやすくなったのかは それはわか

りませんけども

全員役員 残 要請

。

、一応 三方 協会運営全般

話 聞 、今

何年間 時代、我々若干今 違 、

今度、現役 方 何 御質問

、今 話 少 深 思

。

高田支部長何 三方 。

現在神戸支部 総務 会計、厚生、

広報、 事業 研修 、 対外 特別

事業 。当時支部 理事 名、

構成

。

（東灘・灘）・葺合・生田・（兵

庫・北）・（長田・須磨）・（垂水・西） 名、理

事 必 部長 今 補佐

、 。

私 頃 理事 数 増

理由 、神戸市 全体

。東 西 空 区 無

理事 選 人 数

。 幹事 、結構

。

川崎 役員 、

会員 役員 言 事

、会員 少 。

、総会 出 来 。

出 、責任 出 。

、自分 出 気持

。活性化 。

会員拡大 方法、 方法

。

互 同士 交流 全然

、 ー 、 他

年間 事業 中 桟会 。新年互

礼会 一杯飲 会 。 地

区別連絡協議会 私 。

確認申請 横 判 押 時、

……私 押 、事務所

協会会員 何 押

。

確認申請 書類 、……役所 担当者

事務所協会 会員 我々 悪

、間違 言 事 左 欄

事務所協会会員 印 押

。

、支部長 持

。

、 持 。

会員 印 。何

。

話 戻 、高松 役所 協会

仲介役 ー 図

。

結局、役所

育 人間 、

事務所協会 入

、 役

所 余 時間

。

自分 上司、

自分 下 人、同僚 全部 。

今 、 変

、結局 話

、 結局 連絡協議会 、話

、 、

無理 言 、要 言 立場

。

高松 役

、役所 対 意見 言

。

、

。

10
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高田支部長

高松昭雄

正井彬博

高松昭雄

司会

川崎 宏

高田支部長

川崎 宏

高田支部長

高松昭雄

高田支部長

司会

川崎 宏

高田支部長
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行政 関係 時 出 、

発展 連絡協議会 出来 一般会員 役所

顔 合 機会 増 良 関係

事 。

人 物 言 状態

。 、 程度 立場

、協会 代表 立場 物 言 、

一介 会員 。例 副支部長

肩書 物言 、一般 会員 物言

、 向 取 方 違

、 引 張 思

。 良 。正井 副

支部長 。

高松 一緒 、山本

。

一緒 。正井 会員 中

方、私 対役所関係 状態 、山本

私 引 張 違 思 。

事務所協会 、 後 役

所 意味 協調体制 ……足固

今日 続 。

周年

、人数少

何

言

ー

、会員

。

功 奏 思 、私、一番会員

理由 、 法改正 、

神戸市 条例改正 時期 協会

入 情報 来 。事

務所協会 入 情報 、私

遊 勧誘 、 講習会 説明

会 、 関係 寄

原因 思 。

会員増強 正確 情報

効果的 。

。

本部 建築士会 情報 当協会

早 話 。高松

事務所協会 入会 、役

所 退官 方 当協会 建築士会 入

会 役 人 多

。

建築士会 個人 、役所 人間

入 。

退官 先輩・後輩 関係

話 建築士会 方

情報 早 。

建築士会 講習会 、事務所協会

、 幾 、 先

、 様 事

、今 様 事

、 、 法規 講習会 、必

七、八十人 来 。

間違 集 事業 。 互 、

講師 指導係来 頂 、何回 来 頂

一緒 、 回受 、次

機会 、 考

方 良 、合同

。割 、今 昔

、 会 、 会

、皆 世話 人間

大分 、 ー 協力

四会合同 事業

。

私 時代 設計監理協会 全国的 解

体 始 、 時分 設監 人 事務所協

会 入 誘 何人 入

。

正井 支部長

時、総会 人集 ー 等 企画

会員 増強 聞 、

との はその に てきて

それが し が て と

と を わせる が えて い になったと

いう ですね

ほかの よりも は いやすい に

はおりましたよね それで ある の とい

うこと の の で を わんことには

ただ の やなしに えば という

があって うのと の からで

うのとでは やっぱり こうの り が います

から だからそれですぐに っ られたんだと

います それは いのですけどね さんも

しておられた

さんのときにも に さん

のときにも

になって さんは の の

は というような で さ

んが を っ ってくれたん うかなと います

も その もずっといまだに

とのいろんな での という

めをしていただけたのが に いていると

のと

きに ないから

とかしないといかん

うてゴルフをしたり

ボ リングをしたりし

て をふやそうと

したのですけどね そ

れも を したと うのですが の

ふえた は いろんな があったでしょう

の などであの がやっぱり

に っとらんと が ないということから

に って をもらうというのが が

びでやっている よりも その や

とか そういう から ってきたのがふえた

だと いますね

にはすばやい な が

なわけですね

そうですね

では への が

より いという になっているんですよ さ

んは に していただけましたが

を された は ではなく に

されて をやられている が いせいかもしれ

ませんね

は やから の も

たくさん っています

されても の があ

るので もしやすいのかやはり の がこ

ちらより が いようです

が をする もす

る あっちは らでするとか どっちが にする

か ごちょごちょとその なややこしい もあり

ましたが はもうその な をしていてもしか

たないし また そういう の って

ずどっちがやっても は ますからね

いなく まる です それやったらお い

は て くから も て くより

は にやって けられなかったら の

もできるんだとか そういうことを えなが

らやった が いということで でやるよう

になった とうまくしているし のところ

みたいに あの がどうのこうの こっちの が

どうのこうの それぞれお している も

ダブっているのもあるけど スム ズに

しながら の とかいうのもやっていま

すし

の に が に

し めて その に の たちも

に ろうと っていたら か ってくれま

した

さんが をされておられた

の めのためにボ リング を し

て を されたとお きしたのですが その

10 １



特別企画

正井彬博

小比賀幹事

高松昭雄

正井彬博

小比賀幹事

正井彬博

川崎 宏

小比賀幹事

高田支部長

川崎 宏

司会

川崎 宏

正井彬博

川崎 宏

司会
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辺 知恵 聞 下 。

特別 知恵 無 、

互 遊 、飲 、

機会 、特別知恵

何 。

三方

教

、今

話 伺

、建築士事務所

協会会員 知識向上

、 技能 向

上 事務所協会 動 、努力

今 理解 、

翻 、一般 事務所 客 得

方、 依頼者 、依頼者 対

建築設計事務所協会 存在 知

活動 過去 経験 、

且 功 奏

話 伺 思 。

我々 時 。

、自分 会

状況 、一般

人迄手 廻 。

体制固 方 重要 。

互 交流 知

人 、中 全然出 来 退会

、顔 名前 知 、退

会 。 一番困 、会

入 会費 何 。

入 良 人 。

何 互 強固

、 会 活性化 時

基準法 改正等 重 会員増強

。 流 。

、

。

今、神戸市

耐震 関係 割

気 。 我々 会

名前 理解 。

。建築設計事務所協会

言 通 。

平成 年 神戸 開催 事務所協会全

国大会 聞 。

調 来 。当時 神戸

支部 役員 …裏方 徹 。全国

集 人、 神戸文化 ー

式典 。期間 月 日

日 、最後 日 日 土曜日 懇親会。

新神戸

真珠 間 決 。

文化 ー 人数

、新神戸 非常 窮屈

。 裏方 皆 立

。 当時、繁治 本部 渉外

部長 、 本部 方 支部

方 忙 、 大変 状態 。一番苦

労 、知事 市長 来賓 迎

気 遣 。

当時、余興 歌手 ー葉山

呼 、 普通 歌手

人 呼 万円位 。 予算

言 、 ー葉山 楽団 交渉

予算内 快 引受 言

。 時間 熱唱 頂

、 珍 舞台 行 。

。

、 握手攻

、 人（ ー葉山） 笑顔 嫌 顔

握手 回 、 感心 （笑）。

大分時間 。昨今我々 業

界 信頼 失 、

今後協会 発展

ちょっと があればお かせ さい

に というのは いのですが

お いに んだり んだりすること そういう

をつくったというだけのことで が

あって かしたかというのはありません

お に

ちょっと えていただ

きたいのですが ま

でのお を っており

ますと

の と

か それから の

に として いてきたと をして

きたというふうに は できたのですけれども

って のその のお さんになり る

ような いわゆる ですね に し

て の を らしめるような

というのをもし にやった があって

なお つこういう を したよというようなこと

がありましたらぜひお を いたいと いますが

それは の にはなかったですね

まだそこまで らの がまだなか

なかうまくいかんような だったので の

が らなかった

めの が だったんですね

それはお いの がなくて らない

も には て られないまま しちゃっ

たというような も も らないうちに

がありましたからね それで るのは

に って をとられて のメリットあるねんと

それなら らんでも いという ですね

それで とかお いのつながりを

にして それで を しようとしている ちょ

うど の が なったため がで

きた そういう れです

わかりました ありがとうございま

した

それとやっと とやってい

る の で とつながりができてきたかなと

いう はするのですけどね なかなか の の

までは していただけない

そうですね って

うたってなかなか じませんでしたね

に で された

についてお きしたいのですが

ちょっと べて ました の

の は に していました から

まってきたのが それが ホ

ルで をやったんです は から

で の は の が それを

どこでするかということで オリエンタルホ

テルの の というところに まりました と

ころが ホ ルやったらその はいいのです

が オリエンタルホテルは に でし

た それで さんは ドアのあたりに ったり

していました その さんが で

をやっておられて とにかく の も

の も しいし もう な でした

したのが とか とか をお えする

のにとても を ったということでした それか

らその として のペギ さんを

びましたが それが の でもそこそこの

を ぶと かかる それを がない

からと って ペギ さんと に した

らこちらの で く けてくれたと うこ

とでした ぐらい して いたのですけ

ど まあみんな しいから のところに って

かぶりつき

そう かぶりつきで めにもかか

わらず あの ペギ は で な せず

して る あれには しましたね

もたってきました の

が をちょっと ったということもあるし

また が していくかというようなこと

２

９
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特別企画

川崎 宏

司会

川崎 宏

司会

川崎 宏

正井彬博

川崎 宏

高田支部長

川崎 宏

司会

川崎 宏

司会

川崎 宏

高田支部長

川崎 宏

正井彬博

川崎 宏

司会

高松昭雄

司会
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について にアドバイスといいますか

も めて はこうあってほしいなとい

う いみたいなことを ひとつ かしゃべっ

ていただけたらというように います

その に の よろしいですね

はいどうぞ

に さんや さん

かの と とで して を

に しました のころは していた

のですが いつのころからか に に ったん

です このころ りながらでも から には

に ったり へ ったり するこ

とが かった に したのが で

が ゴルフに きましたね それ

で の を ていたら にあちこち っ

ているのだなあと いました それから

には の と に きましたね

それに ごろには の と く きま

したね その は かったのですが その

の となり に しかできな

かった

それはいつごろですか

それが その です

それもね が まらないんで にしたこと

があります そらからもりかえして の

ときが でした これまた に

と と に きました それからその

に は で の がありま

したがこれもゴルフを ねて し に っ

たのです たころのきれいなゴルフ でした

の が におり ゴルフ から

まで をしてくれ すごく しかったですよ

に ったのはいつ でしたか

も きましたよね

は きましたね ところが でク

ロ ズになり にないのですが か で

ちょっと え めたころだったと うのですけど

ね ところで さん の はど

の になるのですか

つくりますよ はまだまだこれ

からですが

この の からの を が

っているんですよ それを して の

の を にして それをもし せるの

なら

ぜひ お いしたいですね

それいつ されるんですか

の です

がそのときまで きていたら いて

おきます

のうちに しておいてもらって

かっておきます

それなら しておきましょうか も

し うようなときに うてください

ゴルフ に って れた

らええ

ではそういうことで

はい ぜひよろしくお いします それで

はほかの で かまだ い れた とか

のことで えておきたいというようなことが

あればぜひご お いします いかが

ですか

さんがやっている の でやっ

てもらったら いのと いますか

いかがでしょうか

、先輩方 、激

励 含 事務所協会

思 、…… 何

思 。

前 ＫＪ会 話、 。

ＫＪ会、 。

昭和 年 正井 内田 他何人

方々 私 相談 、第 回 昭和 年

月 開催 。最初 年 回

、 年 回 減

。 減 年 年

御殿場 行 木曽駒 行 、遠征

多 。最初 遠征 回目 敦賀

国際、 回目 瀬田 行 、

当時 記録 見 、本当 行

思 。 回記念

鹿児島 霧島 空港 行 …

…。 年 四国 屋島 良 行

。 頃 良 …… 後第

二次 衰退期間 年 二、三回

。

。

、 、 年、 辺 。…

、人 集 年 回

。 回記念

平成 年 。 鹿児島 。 回

回 鹿児島 行 。 後

、又々今度 鹿児島 協会 全国大会

兼 参加 、祁答院 行

。出来 場 、

私 同級生 鹿児島 、 場 宿泊所

世話 、 楽 。

米子 行 頃 。米

子 行 。

米子 行 。 雪

ー 記録 、確 年頃

衰 始 思

。 高田 、 周年記念 記念誌

様 。

。内容

。

会 昔 記録 私 全部

持 。 整理 、 会

過去 活動 一覧表 、 載

……。

、 願 。

出版 。

年後 平成 年 。

私 生 書

（笑）。

今 整理 、

預 （笑）。

整理 。

使 言 。

周年記念 大会 行 倒

（笑）。

（笑）。

、 願 。

御先輩方 何 言 忘 事 、

過去 伝

意見 願 。高松先生

。

高田 今 状態

良 違 。

正井先生、 。
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正井彬博

高田支部長

正井彬博

高田支部長

司会

高田支部長

正井彬博

川崎 宏

正井彬博

高松昭雄

司会

高松昭雄
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特 。例 基準法 改正

、 他 事業

機会 利用 先 言 一般 市民

方 ＰＲ 大事 思 。

今 思 耐震診断。僕

山本 折衝 来 建物実態

調査 。

実態

調査 現在

耐震診断

契約 神戸支部単

独 契約

。何 社団法

人 資格 、

建物実態調査 単独事業 神戸市

契約 実績

。

私 支部長 時 実態調査 ー

。最初山本 人 市 方 行

金 方 渋 出 来 。

何 私 金

頭 。 一緒 旅行 使

覚 居 。

会員同士 融和 図 機会 思

。

先 何 会員増強 聞

、 難 。 何

機会 、又世 中 様 変化

乗

私 非常 良 思 。

以前 考 、実態

調査 利用 各区役所 街 協議会 働

、自冶会 婦人会 総会 参加 耐震診断

改修工事 普及 事務所協会 ＰＲ 出来

考 。又小比賀 言

諸先輩方 忘 、一般 人

対 事務所協会 ＰＲ

。協会主催 一般 人向 建築 協

会 興味 、先輩方

知識 技術 分 解説 、

講演

考 。

近 内 社団法人 大 変 。公

益法人 道 選 、単 社団法人 道 選

、 当 公益社団 、

一般 向 事業 、ＰＲ、

的 含 時代 入

思 。 中 、 先輩方、

元気 、現役 図

面描 、 先輩方

公 ー 提供 時

代 違 思

。

会員増強 為、一番有効 会員

仕事 増 有効 情報 入

状況 、 会

員 増 思 。 協会

知名度 向上 重要 考 。

企画 、 取 上

先輩方 力 一般向 活動

、協会 理解

仕事 考 。

・ 大阪 事務所協会

。

一時 。 、短

。

結構、 金 。

人数多 、大阪 。

金 上手 提案

考 。今、我々

方 要望 出

、我々現役 少 激励 込 、何

高松先生 方 一言。

、 事務所

にないけどね えば の

とか その いろいろな があったときにその

を して ほど われたような の

の に していくことが かと います だ

から うまくつかんだなと うのは

のときにも さんが して られた

ですね

あの

のおかげで の

につながって

いて も

で させてもらっ

ています も

の もないけども

やっぱり を として と

してやってきているという がありますか

らね

が の に がスタ ト

しました さんと で の に った

けどお の がなかなか って て なかった

それでも しろ のときは のことばっかりしか

になかったです みんなと に に った

りしたことをよく えて ります そういうこと

でまた の を る ができたと い

ます

ほど をやって ができたかと かれ

ましたが なかなかそれは しいな そやけど

か があれば の がどの に してく

るかわからないがそれにうまく りおくれないよ

うにするのが は に いと います

から えていたのですが

を して の づくり に き

かけ や の に して

や の や の が ない

かと えています さんが われたよう

に がちょっとし れた の たちに

する としての ができるのではな

いでしょうか で の で や

に をもってもらうように がつちかっ

てきた や を かりやすく したり ノ

ウハウやスキルを していただけたらいいなと

えています

い に が きく わります

の を ぶか なる の を ぶ

か そこらに たって をとるならば か

なり に けた というか ボランティ

ア なものを めてやっていく に ってくる

と います そんな で ぜひとも まだ

まだお なわけですから はしこしこと

かないけないので そういう がそうい

う なサ ビスの をしていただけるような

になってくるん うかなというふうに ってい

ます

の なのは

になれば も えるし な もすばやく っ

てくるという をつくっていけば おのずと

が えてくると われる そのためにも の

の が であると えられます マス

コミにうけるような をし マスコミに り

げてもらったり のお で けに し

ていただき を していただけるとそこか

らも につながっていくと えています

ラジオ テレビで の が

していましたな

ね だけどすぐやめましたね

かったな

お かかりますからね

いのでしょう は

いかにお をかけずに に するかと

いうことを えないといけませんね の

からもちょっとそういう みたいなこと ま

したが に しずつ を めて か

の から

おっしゃったように いわゆる

２
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協会 ＰＲ 。 事務所協会

建築一般 皆 中心 、 気軽

相談 行 、 相談 、安心

団体 持 一番

違 。

。正井先生、 願

。

特 案 、

良 非常 言 、

話 何 機会

違 思 。 耐震診断

私 非常 思 、我々 事業 中 事

実自分 、 事務所協会

ＰＲ 、会員

口 伝 、最近

建築設計事務所協会 通

、 一般 人 。

具体的 非常 難

、機会 何 前向 行

事。支部長 大変 、

随分顔出 。顔出

、足 稼 。

。 最後、

川崎先生、 願

。

私 正

井 言

何 言

。

以前 事務所協会

設監

一緒

。

唖然

何

、設監 方 ー 人 来

。設監 会員 。 名 賛助会員。

方 組 名 。

賛助会員 。 見 、

向 賛助会員 寄 、設監 方 。

事務所協会 何 賛助会員 登録

。 何 、賛助会員

増 事業 参加

魅力 協会 願

思 。

本当 忙 中 集

、本当 。貴重

御意見 承 、 我々現役 平成 年

周年 向 、支部長以下頑張

思 。 周年 皆 方

集 、盛大 何 祝 会

思 、

元気 我々 会 、皆 方 現役

、我々 仕事

願 、 会 開

。

本日 。

の ですね これからの いうの

が の さんの で だれでもが に

に って それで できて できるよ

うな になるように っていくのが いいこ

と うかなということですね

ありがとうございます お い

します

にこういう があって こうしたら

いというのは に いにくいですが さっき

ししたように かの をとらえるしかないん

と うかなと うけどね だから なんか

は によいと うし の の でも

がやってるときにも なかなか

というのを はできてなかって ばっかり

に コミで えるしかできなかったけど は

がちょっと じるようになっ

てきた でもまだまだ の まではわからない

それをどう にやるかいうのは に しい

のですが があるごとに でも きに く

は でしょうが いろいろなところ

に ししてやっていただいている し

するか で ぐしかないです

どうもあり

がとうございまし

た それでは

お い

します

は

さんが ったか

ら も うことあ

りませんけどね

に

と のとでゴル

フを にやるこ

とになりました

そのときに と

したのは かとい

うと の はメンバ がたった しか て

いない の がね あとの は

それでうちの は の おったかな ところ

がほとんど がいない あれを て なぜ

こうへ が っていくのか の へ

に で は をしながらこな

いのか ああいうことを とかして が

ますます えていろんな にも してもらえ

る ある にしていただくようにお いした

いと います

きょうは にお しい お まりいただ

きまして にありがとうございます な

を りまして また は の

に けて っていきたいと

いうふうに います のときに さん も

お まりいただいて に かお いの がで

きたらというふうに っていますので いつまで

もお で の とともに さん も で

ございますので とともにお させていた

だくことをお いしまして きょうの のお き

とさせていただきます

はどうもありがとうございました

４

２ ８

12

21

50

50
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賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者 対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談とととととととととととととととととととととととととととののののののののののののののののののののののののののの ◆第 回◆２

大阪 営業部部長

大阪 営業部 ー

大阪 営業部 ー ー

支 部 長

副 支 部 長

広 報 部 長

本日 忙 、当方 申 出 快

諾頂 有難 。対談 先立

、支部長 高田 当協会 説明 続

出席者 自己紹介 頂 思

世話 。支

部長 高田 申 。当協会 組織 、建築士

資格 持 、兵庫県知事 建築士事務所登録

受 、社団法人兵庫県建築設計事務所協会 入会

会社及 個人 建築物 設計監理 行 職

能団体 。当協会 兵庫県会員数 名

。当会 同 組織 都道府県

連合組織 社団法人日本建築士事務所協会連合

会（会員数 名） 全国 一体 、

活動 行 。

組織 活動目的 、公益法人 重要 使

命 帯 、建築設計監理 職務 国

民 生命・健康及 財産 保護 図 、以 公

共 福祉 増進 資 。建築主 設

計監理 業務 通 信頼 理解 得

ガスリビング

ガスリビング チ フ

ガスリビング リ ダ

はお しいなか の し をご

きまして うございました に ち

まして の より の にひき

いて､ の をさせて きたいと います｡

いつもお になっております

の と します の は

の を ち の を

け に

した び が の を なう

です の は であ

ります と じ が にあり､そ

の が

として で となって

その を っております

の は としての な

を び における において

の び の を り って

の の に することです より

の を じて と を られるよう

隈 元 英 輔
前 田 正 史
谷 垣 茂

高 田 昌 之
山 本 康一郎
成 瀬 秀 一
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プ ロ フ ィ ル

６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６

（ ）くまもと えいすけ

Ｓ 年 福岡県生

Ｓ 年 慶応義塾大学 卒業

同 年 大阪 株式会社 入社 北支社 勤務

Ｓ 年 大阪 株式会社 広報部 花博 勤務

Ｈ 年 月 大阪 株式会社

東部支社 販売促進 ー ー

Ｈ 年 月 大阪 株式会社

東部支社 販売企画 ー ー

Ｈ 年 月 大阪 株式会社

都市圏営業部 企画管理 ー ー

Ｈ 年 月 大阪 株式会社

兵庫 営業部 部長

まれ

ガス にて

ガス

ガス

グル プ チ フ

ガス

チ ム マネジャ

ガス

チ ム マネジャ

ガス

リビング

５ ４

７

６

501

47

15,000
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司会
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山本副支部長
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に めている の です

として との わりも く と

から の の を けたり か

らの で を なっています

また けに を し

の が して める づくりを してお

ります は をご きまして うご

ざいます の に しての なアドバイス

を けるものと しておりますので どうぞよ

ろしくお いします

を めさせて いており

ます でございます にとって な

が ることを しておりますので よろしく

お い します

お になります ガスリビング

の と します こちらこそよろしくお

い します

いつもお

になっております

ガスリビング の

と します は

どうぞよろしくお い

します

ガスリビング の と

します ガスが の を

やらせて いておりますので と との

に がるようなアイデアを ければと し

ております

を めさせて きます の

と します どうぞよろしくお いします

まず のテ マですが への

び するためのアドバイスを の

からお い します

まずは が り っている の

を させて いて くということ

が のメリットだと えております

する を えて いておりますが され

るメンバ が られて の の には

して けていない にあるというふうにお

きしております そういう で るだけ くの

の にお いさせて ければというのが

のひとつです

にとっては に を っ

てもらうというのが の だと い

と が る を して に

を しているのですが や も まって

くるメンバ がある られて ているように

われます の を め く

まるのが の で と で

まります｡ だけでも は します｡

やはり にとってメリットがあれば まる

ので と とが なく し える を

けて か を くような やいろいろな

アイデアが るようにするのも かと います

そういうことであれば と

で を けて の のスケジュ

ルを させて き その に いて と

とで す を けて ければ のある

やアイデアが てくると われるし まで

されなかった も して ける にな

ると います

それと の には の に して

どのような を しているのかが りたいと

ころでもあります それが かれば とし

ても について を め の

をして の に させて き んで

けるのではないかと えております

も じようなパタ ンで

を めており マンネリ しているように い

ます と の が を めてきて

おり これはこれで のない の が

て な ですが やはりこれからは の

をしてお いがうまく していくことが な

努 建築設計事務所 団体 。社団法

人 行政 関 多 、兵庫県 神戸市

建物 耐震診断 委託 受 、神戸市

依頼 建築物等実態調査 行 。

、一般市民向 住宅相談会 開催 、市

民 方々 安心 住 街 推進

。本日 対談 快諾頂 有難

。会 運営 際 貴重

頂 期待 、

願 。

副支部長 務 頂

山本 。両者 有意義 話

題 出 期待 、

願 致 。

世話 。大阪

営業部 隈元 申 。

願 致 。

世

話 。大

阪 営業部

前田 申 。本日

願 致

。

大阪 営業部 谷垣

申 。今回、大阪 賛助会 代表幹事

頂 、会員 賛助会

利益 繋 頂 期待

。

今回、司会 務 頂 、広報

成瀬 申 。 願 。

番目 ー 、当協会 要望事

項及 発展 部長 隈元様

願 致 。

、我々 取 扱 最新

設備 説明 頂 、御理解頂

一番 考 。現在、説

明 機会 与 頂 、参加

ー 限 、他 会員 方々 、参

加 頂 状況 聞

。 中 出来 多

関係 方々 会 頂 要

望 。

賛助会 我々会員 顔 知

一番 営業 思 、賛助会

員 会員 参加出来 機会 企画 全員 案内

出 、賛助会 会員 集

ー 程度限 来

思 。会員外 建築士 含 、一番多 集

法規 講習会 建築士会 合同 人

位集 当協会 人位 参加

、自分 集

、会員 賛助会 忌憚 話 合 場

設 、何 興味 引 企画

出 一案 思 。

、会員 賛助会

員 、企画委員会 設 賛助会 年間 ー

出 頂 、 事業 付 会員 賛助

会 話 機会 設 頂 、興味 企

画 出 思 、今 出

席 賛助会 参加 頂 要因

思 。

会員 方々 、各々 賛助会 対

情報 期待 知

。 分 、賛助会

、自社製品 見識 高 、今以上 勉

強 会員 方々 提案 頂 、喜 頂

考 。

何十年 同 ー 事

業 進 、 化 思

。会員 賛助会員 親睦 中心 占

、 忌憚 意見 交流 出来

大切 事 、 技術 提供

互 連携 重要

チ フ

リ ダ
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課題 思 。

当協会 、今度 士法改正 、管理建築

士 開設者 教育 義務 、公益

法人改革 公益社団法人 目指 、公益性

事業 多 。

形 会 活動 活性化

時期 来 、 一貫 致

考 機会 思 。

今後 建築 担

事務所 所員 話 機会 設

思 、話 上 我々賛

助会 、最新 業界情報 収集

意欲 。例 、神戸空港 見学会

大変良 思 、姉歯事件 対 問

題点 裏話 ー 教 頂 賛助

会 集 思 。懇親 限定化

要因 、会員 賛助会 知恵 出 合

面白 企画 出来 思 。

我々 理事会 企画 考 事業

行 、余 代 映 、

新 企画 滞 。神戸支部 東西 長

、広範囲 及 、支部 会員

一同 会 少 、新年互例会 総

会、先程申 上 、法規講習会等 限

。

意見 聞 少 一般 会

員 向 、忌憚 意見 伺 、地域

活性化 情報交換 意味合 、神戸市

地区分割 地区別協議会 設立 。

賛助会 、 出席 会員 知 合

、地区別 利用 一番 考

、内容 充実 乏 、

懇親会 枠 脱皮出来 状況 。

賛助会 提案 要望 、我々 企

画 易 、 要望 、賛助会 集

会 、我々 企画 頂

思 。

今回代表幹事 頂

、賛助会 致 配布 機

会 与 頂 有難 、配布

、 分 紹介 時間 頂 有

難 、 賛助会

企画 出 会 活性化 思 。

年間行事 把握 双方 利益 発生

見 進 実

感 。

仕事 結 情報 、知

良 業界 事、面白 企画 考 頂 、

会議 互 意見 出 合 、会員 賛助会

利益 、互 参加

充実 企画 出 機会 設 言 事

。

続 番目

ー 、当協会

ー

可能性 話 始

思 。一 目

、年 一度

大阪 開催 参加 頂

、兵庫会 、会場

ー 借 近畿 、住宅

相談会 面白 、大阪

話 頂 。 、前回

「 夢 明日 」 言

ー 、設計事務所、工務店等 ー ー

対象 ー ー 対象外

実現 。今回、隈元部長

再度説明 頂 、実現可能

検討 頂 思 、

願 致 。

私 考 ー 言 、互

だと います

も の のなかで

や の というのが づけされ

で を すなかで

のある を くしなくてはなりません いろい

ろな で の を させなければいけない

に ておりますので その と しまして

も える ではないかと います

の を っていかれるような

の さんとお する を けていただ

きたいと いますし に がったように

としても の を したいとい

う はあります えば の は

かったと いますし に する

や などタイムリ に えて けると

も まると います がメインで し

ている も と とで を し え

ば い が ると います

も で を えて を

なっているのですが り わり えがなく

しい が りがちです も に

く に んでいるので の といえ

ども に することは なく や

し げたように に ら

れています

ふだん をお きすることの ない の

に けて なく を えるように

の や という いで を

して を しています

には ふだん されない と り

えるきっかけに を するのが と

えているのですが の が しいせいか

の を ない になっております

から や があれば としても

し いですし また があれば が

まるような を が させて いてもいい

かとも います

をさせて いており

ますが と しましてチラシを する

を えて けて いのですが だけでは

なく たとえ でも する を ければ

いですし そうなれば としてもいろいろ

な が てきて が すると います

を し にとって が すると

ころを つけて めていかなければいけないと

しております

に びつく とか っておいたほ

うが い の そうな を えて き

で いの を し い にも に

も につながる いに したくなるような

した を せる を けると う でよ

ろしいでしょうか

きまして

のテ マですが

とのコラボレ ションの

について を め

たいと います つ

は に インテック

ス で されるイベントに させて いて

いるのですが がメインとなって の

ブ スをお りして ブロックとして

をすれば いのではないかと ガス

さんに をさせて きました しかし は

ある を と う

テ マで のサブユ ザ

のみ でエンドユ ザ が になったので

できませんでした がいらっ

しゃるので させて いて であ

るか して きたいと いますので よろしく

お い します

が えるコラボレ ションと うのは い

チ フ

リ ダ
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のメリットが められ どちらかが を いら

れると しないものと えています まずは

ガスさんのメリットとしては マスメディア

に り げてもらえるので い が

ると う です

も に キャンペ ンをしていて

には して いて にも に

けて や をして いております

は が く に して けなく に

し なかったのですが それでも

と に イベント として り

げて きました のイベントではないのです

が ラジオでも り げて いた もあります

デュオ で と こうべすまいの フェ

ア を させて いた には が に

こられ それなりの がありました

の は レベルなのですが に

は あり はその でありま

す ブロックは にまたがっており

の と って

が を すれば ずメディアに り

げてもらえると います

また は に されて か

らの を け けており の も

いのです のメリットとしては

も し げたように を す

なかで のある

を しなくてはならないのですが は

も く くの が まるイベント での

を せる は に して を

って ける の と えております

また が することにより

からの の につながる が るとい

うことです とか と する のある

は になる につながる などを

めて する により の を なう

に に らないと をするぐらいになれ

ば にもなりうると います

のお なんか に いところで

すね とか の とか で

があると イベントではそれに わせたセミナ

を ずやりますので ければセミナ で

して けますし インテックス にも

いろいろなイベントを しており サブユ ザ

エンドユ ザ に せずに イベントに わせ

た り があると います

おっしゃったブ スの も をお

えし お いがメリットのあるようなことはな

いか させて きながら めさせて けれ

ば いものが るのではないかと えており

ます また そういうのを して くのも

いかも れませんね

は リビング では から の

カ は から は まで で

エンドユ ザ を にして ガスてん とい

うイベントを しておりまして さなテント

から そごうさんのような と

の がございます えば エンドユ ザ

さんに く て いているような で ブ ス

を けさせて いて まいの コ ナ を

して くということも えられます

であれ

ば に さんや

さんかがいてそれぞれが

を たしていたので

すが では も なく

なり してもたらい

しの になり なく に かれるよう

ですが もある で の け

でも みたいなことをやっていくのも

な ではないかと っています

の には わが サポ ト

というのがあり からの での

りごとを が け けて を して

求 、 負担 強

成立 考 。 、

大阪 、

取 上 、高 宣伝効果 期待

出来 言 事 。

我々 年 一度 ー 賛助会

毎回参加 頂 、賛助会 一般市民

向 、商品展示 説明 頂 。

今回 会場 狭 賛助会 参加 頂 誠

申 訳 、 今回、朝日新

聞 神戸新聞 計 回 情報 取 上

頂 。今回

、 取 上 頂 事 。

神戸 神戸市 「 耐震

」 開催 頂 時 、ＮＨＫ 取材

、 広報効果 。

我々 団体 全国 、兵庫県

現在 支部 神戸支部 支部

。近畿 府 県 、

日本初・近畿初 大規模住宅相談会 銘打 、

各支部 情報 発信 、必 取

上 思 。

、我々 行政機関 依頼 一般市民

住宅相談 受 付 、行政 信頼 大

変厚 。我々 、山本副

支部長 申 上 公益社団法人 目指

、苦情処理、消費者保護、公益性 事

業 開催 、現在 知

名度 低 、多 人 集 内 住

宅相談 催 事 、一般市民 対 当協会

知 頂 絶好 機会 考 。

、知名度 向上 、一般市民

仕事 依頼 可能性 出来

。広報 、外部 接 機会

部署 、仕事 、仕事 情報

集 発信 事 、会員外 業務 行

建築士 、会 入 損

、強制会 思 。

今 話 非常 面白

。姉歯問題 、構造 問題 、住宅 問

題 、 合 ー

必 、御推薦頂 ー

講演 頂 、 大阪以外

企画 、 ー ー、

ー ー 限定 、 合

切 口 思 。

今 ー 事等、我々 情報

伝 、 互

御相談 頂 、進 頂

面白 出来 考

。 、 取材 頂 面白

知 。

実 兵庫 営業部 月 月 約

月間、東 尼崎 西 姫路 、 会場

ー ー様 対象 「 」

開催 、小

会場 、神戸 会場 千差万

別 会場 。例 、 ー ー

多 来 頂 会場 、 ー

設 頂 、住 相談 ー ー 担

当 頂 考 。

昔

近所 大工 職人

役割 果

、今 人 少

、相談

回 状態 、仕方 行政 行

、我々 意味 地域密着、地域 受

皿、何 相談係

大切 使命 思 。

我々 本部 「 街 ー 委

員会」 、一般市民 住宅

困 行政 受 付 、本部 通 近所
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の に り ってきており さまざまな な

どを け けております

そういうのが エンドユ ザ さん

にとっては いお ですよね

その で の を って けれ

ば の も てくると います

としてもイベントやショ ル

ムに て いて ガス のことをお えするの

は たり ですけれども そこで の まで

できれば ガスはガスのことだけでなく

まい の ができるということで が

すと います

としても を す に

ており い を えて ければと ってお

ります の にも きかけて と

して の が れる を る は

とても い だと います

やはりイン

テックス で なわれ

るような きなイベン

トについては いきなり

と うのは しいと わ

れるので が を

し い しながら るところから

をし をつけていかなければならないのか

と います

とのコラボレ ションの につ

いての つ は に う

の と たなる の についてです

の によって からの の

しがされる になり が なっていた

の も される になる

より が はされる が い そこ

で ガスさんより の を いて が

まる に と ガスが して

に し えば の の

に み んで く

また つめとしては の

が えられます で に

する は にすぎず がこの

で を すると のために

に が るのは らかで の は のよう

にあるが がなくて が せない ここでも

ガスさんと との で

の を る けをする を ち げ

ることで の に を ばせる が きるよう

になる としてビジネスチャンス の が

かりになり を なえるようになれば

の も になるのではないかと えております

と ガスとが していく での ガ

スのメリットとしては と り をかけずに

までに かった の と に つ

ながる となる が えるということ

です は という から ･ と

お さんと していくことになります

そこでガスの について わってくると ガ

スに して しくなり も し ことある

ごとに にガスの さを したくなると わ

れます まずは ガスの に わる を っ

て きたい の にも の を っ

ている もいて そこからの もあり ガスの

も する また や

がらみの は の で

あるので る を えて きたい

は オ ルマイティ

な なわけですが

とか が るわけで で

ないと がやり くなります も

というのはあるわけで その の をどうして

いくかということも これから の

に してくると います

会員 割 振 、 相談

受 付 。

一番 ー ー

有難 話 。

辺 我々 名前 知 頂

、別 可能性 出 思 。

我々 ー ー

来 頂 、 設備 伝

当 前 、 建築 相談

、大阪 、住

全般 相談 信頼感 増

思 。

協会 事業 見直 時期

来 、良 機会 与 頂 思

。他 支部 働 、兵庫会全体

、知名度 向上 計 事業 出来 事 、

有難 事 思 。

大阪 行

、大

、

言 難 思

、我々 知恵

出 合 、試行錯誤 出来 事

業 、実績

思 。

当協会 ー 可能性

二 目 、建築基準法改正 伴 新規事業

提案 新 販路 提案 。公益

法人制度 改革 国 委託業務 見直

事 、我々 行 大臣認

定・知事認定 講習 見直 事 。条件

財団法人 受諾 可能性 高 。

大阪 最新 情報 頂 、事業

固 前 日事連 大阪 協議 財団法人

提案 、例 特定設備一級建築士 、講習

一部分 組 込 頂 。

、二 、特定設備一級建築士

育成 考 。現在、建築士 設備設計

従事 者 ％ 、国交省 状態

基準法 施行 、人数不足 、実務

支障 出 明 、仕事 量 山

、資格 手 出 。

大阪 日事連 協力 、特定設備一級

建築士 資格 得 手助 事業 立 上

、宝 山 手 伸 事 出

。協会 構築 足

、事業 行 、協会

運営 楽 考 。

我々 大阪 協力 上 、大阪

、金 余 労力

今 無 販売網 開拓 、顧客 直接

即戦力 営業社員 増

。我々 設計 立場 、新築 増築

直接 客 接 。

仕事 携 、

対 詳 、親近感 増 、

顧客 良 ＰＲ 思

。 、 仕事 携 機会 作

頂 。我々 仲間 調査士 資格 持

者 、 要望 、

付帯工事 発生 。 、分筆 用地測量・引

証点測量等、法務局 仕事 得意 分野

、参加出来 機会 与 頂 。

一級建築士 一応 ー ー

資格 、今後、特定構造一級建築士

特定設備一級建築士 出来 、協業

仕事 難 。我々 勉強不足

、 辺 勉強

、 事務所協会 発展

影響 思 。

チ フ
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宝 山 手 伸 、

ＣＰＤ 専攻建築士 設備 申請 、建

築設備士 取得 考

、新 情報 頂 、 対処出来

無駄 済 。 仕事

情報 提供 頂 、多 会員 集

、営業 筈 。

昔 国 地方 協議会 立

上 ー 作 行 。今 、

国 民間 協議会 設 進 。

中 委員 設備 実務 詳 限

、 法律 大丈夫 、

御社 関係機関 合 筈 。

一部不安 抱 船出 、 、

年 間 目 変化 思 。

公表前 段階 、話 話

思 、出来 早 情報

頂 、 対処出来 思

、 願 。

続 番目 ー 、

紹介 燃料電池実用 可能性

ー問題 話 始 頂 、

ー 究極 突 詰

、各御家庭 必要 応 ー 発生

、 ％ ー効率 稼動 言

事 思 、 近 開

発 。各御家庭 、

動 電力 発電

、 際 排熱 利用 湯

総合効率 ％ 。 年 月

発売以降、環境 優 商品 、設計

事務所 、多 ー ー 、

工務店 等 採用 。 環境問

題 関心 客 非常 興味 持 御

採用頂 、 発売以来 累計販

売台数 万台 達 。

現在、 種類

形態 平行 開発

進 、 （固

体高分子形）方式

（固体酸化物形）方式

家庭用 使

考 、 年以降 商品化

予定 。定格総合効率 ％ 超

高効率 商品 目指 。

現在、 方式 燃料電池 大阪難波 「 ー

」 都市再生機構 住宅

台設置 、今年度末 大阪 管内

台 超 実証実験 行 。実証実験

燃料電池 一番基本 部分 、

万時間 耐久 現在 台

万円 本体 万円以下 開発

取 組 。 、 方式 燃料電

池 京 共同 開発 取 組 。

現時点 燃料電池 開発段階 、

中心 提供 頂 。

関西電力 ー 電化 ＰＲ 行

届 、関西 客 ー 電化 認知

、我々

良 、 ー ー様 設計 携

方々 御理解頂 思 。

我々 ー 提案

。電灯 等 家電製品 分野

電気 必要 。 対 、

等 熱 分野 、 得意 分野 。

の に を ばそうとするには

の で として したり

を するというのも えられるのです

が しい を ければ すばやく て

なことはしなくて みます それと につ

ながる を して ければ くの が

まり につながることになる です

であれば と が を

ち げてル ル りを なっていました は

と とが を けて めていいます そ

の の は の について しいとは ら

ないので こんな でも かということで

とか とすり わせをする です

を えての となるので この

の は まぐるしく すると われます

の ですから せるものと せないも

のとがあると いますが るだけ く を

ければ いろいろと ることがあると

われますので よろしくお いします

きまして のテ マですが エコウィ

ルのご と の およびエネル

ギ について を めて きたいのですが

エネルギ ロスを に き めてい

くと で に じたエネルギ を

させ のエネルギ で させると

う になると いますが それに づくために

されたのがエコウィルです で ガス

でエンジンを かして キロワットの を

し その の を してお をつくるという

が のシステムです の

に しい ということで

さんをはじめ くのハウスメ カ さん

さん にも されています また

に のあるお さまが に を たれ

いており おかげさまで の

が に することができました

の で して を

めており

と

が

として えるので

はないかと えており に する

です はいずれも を える

な を しております

の は の ア

ベインなんば という さんの に

し までに ガス で

を える を っております

としては の となる のセル

スタックを の と あたり

の コストを にするよう

に り んでいます また の

は セラさんと で に り んでいます

では は なので エコウィ

ルを に させて いています

さんのオ ル の が

き き のお さんではオ ル が さ

れているのですが といたしましてもガスの

さというのを エンドユ ザ や に わっ

ている にも きたいと っております

はエネルギ のベストミックスをご して

います やテレビ の といった

はもちろん が です それに して コン

ロ の の は ガスの な です エネ

１

２
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１

３

３

２

４ １
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エコウィルの と の紹介 燃料電池実用 可能性
およびエネルギ について

エコウィルの について

の について

エネルギ について

ー問題

紹介

燃料電池実用 可能性

ー問題
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ルギ の から えると コンロは

で を に え で び に える

のに し ガスはご までガスをそのままお

けし ご で やして しますので

だと えると います

は とガスの み けを しており

ガスの さ の さ エネルギ をうまく

い けるというのが これからの の では

いい じゃないかなと えております エコ

ウィルのカタログにもベストミックスという

を っています エンドユ ザ やサブユ ザ

の にも とガスの み け ベストミッ

クスで くべきではないかと っておられる は

いと います

エコウィルのカタログを せて くとエネ

ルギ の エネルギ

を と かれています に の

あるお さまには いなと して けると

うのですが くの は や

とニュ スに り げられていて エネは

だと じてはいるのですが では で

も いので しがたく には らないと いま

す エコウィルも けにも にも

して くと います

の で の の ガスが

をすべすべにし にも があると さ

れていまして には が なのですが

もっと ガスを すればエコウィルが

しいとか もっと に しくなり する

のではないかなと いつきました に

かどうかわからないのですが､ ガスである

を に すことにより の に の

を り に した が をすべすべ

にし も なくする の は に

しての は しまないように けられますの

で けには がすべすべになり るし

に であると して がいたり

の い とか の けには

この に れば が えると すればイ

メ ジ にも いのではないでしょうか

いや まさかこの でそういうふうな

ヒントを けるとは いませんでした ちょう

ど ミストサウナ という を しており

の を に して いておりますが

が によく つやがよくなって ると

って いておりまして の などが に

を されており れております も

サウナ きが く で いお して る

ぐらいだったら につけておけば きなときに

サウナ って でゆっくり ビ ルが めると

いうことで の にも があります

までの

の でも お い

の になり

な いものが

てきていますので

るものと ない

ものとか してやっていくべきですね

としても につな

がる はたいへん いことで して

きたいと います

る ないかは にアイデ

アを しあって ちょっと っかかることがあれ

ば み わせる によって いものが

るんじゃないかと います でやって

みて だったら うのをやってみようかとい

うのも いかもしれませんね

まだまだ りないことがあると われま

すが しておりました に りましたので

この で わらせて きたいと います ガ

スさんからも けましたように ワ クショッ

プを ち げるべく をおこないたいと いま

すので その にはよろしくお い します

は うございました

ー 観点 考 、ＩＨ 発電所

一旦、熱 電気 変 、家庭 再 熱 変

対 、 家庭 届

、 家庭 燃 利用 、効率的

言 思 。

我々 電気 住 分 提案 、

良 、電気 良 、 ー 使

分 、 家庭 中 一

番 方法 考 。

言葉

使 。 ー ー様 ー ー

様 中 、電気 住 分 、

行 思 方

多 思 。

見 頂

ー利用率 ・ ％ 省 ー、

％削減 書 。環境問題 関心

客 、凄 理解 頂 思

、多 人 、京都議定書 環境保護

ー 取 上 、省 必要

感 、数字 、技術者

無 理解 頭 残 思

。 顧客向 、技術的 進化

行 思 。

ＴＶ 温泉番組 、温泉 成分 炭酸 肌

、加齢臭 効果 放送

、実際 検証 必要 。

炭酸 有効利用 絶

対欲 、 環境 優 普及

思 。技術的 可能

排

浴槽 回 、今 値以上

削減 図 、浴槽 回 肌

加齢臭 少 。最近 女性 美容 関

費用 惜 見受

、女性向 、肌 若返 、

美容 効果的 ＰＲ 、娘 、女

子社員 多 職場 、 代以上 男性向 、

風呂 入 加齢臭 消 ＰＲ

ー 的 面白 。

、 場 、

頂 思 。今

、「 」 商品 販売 、

女性 方 中心 体験 頂 、保

水率 非常 、肌 若返

言 頂 、主婦 方 非常

興味 示 結構売 。男性

結構 好 多 、外 高 金出 入

、家 好

入 、家 缶 ー 飲

、男性 方 人気 。

今

話題 中 、 互

利益 、実現可

能 結構面白

出 、

出来 出来

、協議 。

我々賛助会 、営業

企画 有難 、是非実現

頂 思 。

出来 、出来 、柔軟

出 、 引

、組 合 事 、面白 出来

思 。一度実験的

、駄目 違

面白 。

話足 思

、予定 時刻 成 、

辺 終 頂 思 。大阪

提案頂 、 ー

立 上 検討 思

、 折 願 致 。

本日 有難 。
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事 業 経 過 報 告

１．

２．

３．

４． ４

５．

６．

７．

平成 年度 新年互例会

作品展

第 回親睦 ー 大会

第 回理事会（出張）及 交流会

地区別連絡協議会（兵庫・北区）

新商品 ・

二 見学研修

平成 年度 第 回 神戸支部定時総会

18

23

2006

18 47

日 時：平成 年 月 日

場 所：神仙閣 神戸店

日 時：平成 年 月 日～ 月 日

場 所：

展示作品点数： 点

日 時：平成 年 月 日

場 所： 三宮駅前店

参加者：会員 名 賛助会員 名

日 時：平成 年 月 日

場 所：阪神尼崎北 「 」

内 容：第 回理事会・阪神支部 意見交

換会・懇親会

講演内容：「古民家再生 」

阪神支部 才本 謙二 氏

日 時：平成 年 月 日

場 所：美食彩酒「木曽路 湊川店」

内 容：協議会及 懇親会

講演内容：

日本 ㈱ 堀口 矩道 氏

日 時：平成 年 月 日

場 所： 神戸・ 二

内 容：

神戸「食 処飲 処

兵衛」昼食→阪神支部 才本建

築事務所 篠山研修→

及 桜

花見→温泉入浴

参加者：会員 名 賛助会員 名

日 時：平成 年 月 日

場 所： ー

内 容： 平成 年度 事業報告

平成 年度

平成 年度 事業計画案

平成 年度 収支予算案

役員選考及 承認

求 件

参加者：会員 名 賛助会員 名

内 容：神戸市 耐震化促進 向

18 1 12

18 30 10

35

18 2 4

39 10

18

18 10

18 4 15

29

18 4 27

1. 17

2. 17

3. 18

4. 18

5.

35 14

１ ２

２ ７

４

２

－

４

関電 Ｆ ・ ー「 」

「確認審査 性能評価手続 」

神戸 新商品 見学

ビル エル ギャラリ のっぽ

･ きのポイント

フェア

１

ボ リング

び

フェア

ユ トピアささやま

ラウンドワン

レストラン ロンドン

との

プロジェクト

び

ユ トピアささやま

クリスタルビル べ み

とん

で ユニトピアさ

さやま チュ リップまつり び

の

ラッセホ ル

び を

める

のすまいの に け

ERI

HDC

INAX

HDC INAX 2006

収支決算並 監査報告びに

平成 年度18 19･
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た り みについて

コンクリ ト ラ メン

の に を

け に

ゴムアイソレ タ を

し の

を るとともに エ

ネルギ を し

に されるエネルギ

を させている

エ アンドディ

の について

ハ トビル について

の について

の について

の の

について

に る

の に する について

ガスフェア ハウスビルドフェア

と み

インテックス み

インテックス ガス ハウ

スビルドフェア

にて み

取 組

高橋 一雄 主幹

日 時：平成 年 月 日

場 所：垂水消防署新庁舎

内 容：鉄筋 ー 造純 ー 構造

階 床下 免震層

設 、柱真下 高減衰

ー ー

配置 、建物 長周期

化 図 、

ー 吸収 建物

入力 ー

低減 。

神戸市都市整備公社

㈱ ー ー設計企画

岡・明和・関西特定建設共同企業体

日 時：平成 年 月 日・ 月 日

場 所：兵庫県私学会館

内 容：

①「神戸市住環境条例 改正 」

「 ー 法 」

②「兵庫県福祉 条例 」

③「 」

④「構造関係規定 改正状況 」

⑤「住宅用火災警報器 設置義務化 月

日施行 」

⑥「神戸市大規模集客施設立地 係 都市機

能 調和 関 条例 」

参加者：会 員 名 名

非会員 名 名

大阪 「 」

堺町並 散策

日 時：平成 年 月 日

場 所： 大阪・堺町並 散策

内 容： 大阪 大阪 「

」研修

昼食→堺町並 散策堺市

博物館、茶室伸庵、日本庭園、自転

車博物館、仁徳陵 鉄砲鍛冶屋敷

他見学

参加者：神戸支部会員 名

阪神支部会員 名 賛助会員 名

神戸市都市計画総局住宅部住宅政策課

建築物付置義務駐車場条例 改正

８．

９． １

免震装置見学会

第 回法規講習会

18

18 5 24 6 2

5/24 109 6/2 79

10 2006

18 5 27

2006

28

５ １

１

６ １

４ ５

． －

－

８ ４

ú

の について
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11

12.

13

14 18

15

．

．

．

．

「耐震診断・改修 関 設計実務者向 講習会」に する け

日 時：平成 年 月 日、 日

場 所：

内 容：耐震診断基準 （一般診断）

耐震化促進 各種支

援施策 （補助 融資 税制等）

参加者：事務所協会会員 名

建築士会会員 名

日 時：平成 年 月 日

場 所：兵庫県立丹波並木道公園内

民家 灰小屋

内 容：左官 伝統的工法 実演見学会

参加者：神戸支部会員 名

阪神支部会員 名

日 時：平成 年 月 日

場 所：丹波市青垣町栗住野（ ）

内 容：伝統構法 建築 古 建物 歴

史的 背景 踏 、保存修理

主催 百年家事業部

共催 篠山市篠山町並 保存会

日 時：平成 年 月 日（金）～ 日（土）

内 容：姫路（文化 ・ 科学館）

研修見学（昼食）

五穀蔵醤油工場 見学

牧野富太郎記念館 見学

高知市内（泊）高知城西館

高知市内（桂浜、坂本龍馬記念館、

橋）見学

祖谷 橋 見学（昼食）

大塚国際美術館 見学

参加者：神戸支部会員 名

阪神支部会員 名 賛助会員 名

日 時：平成 年 月 日

場 所：神戸市勤労会館

内 容：

①「鉄骨造耐震簡易診断」

講師：㈱迫水建築設計事務所

迫水 和裕 氏

②「 造耐震簡易診断」

講師：伊丹工房 安藤 昇 氏

③「木造耐震一般診断、

精密診断 」

講師：学校法人 誠和学院

ー ー 四宮 忠明 氏

④「一般診断調査 耐震一般診断報告書、

」

講師：阪本建築事務所 阪本 元秀 氏

⑤「耐震改修助成制度 減税制度」

講師：神戸市住宅政策課 東 氏

⑥「耐震改修工事 実例 」

講師：一級建築士事務所 都市建築設計

後藤 周亮 氏

⑦「診断員登録、耐震委員会規約、

業務 ー 」

講師：兵庫県建築設計事務所協会

神戸支部長 高田 昌之 氏

来 賓：神戸市 安心支援 ー

磨家 孝明係長

参加者：事務所協会会員 名

18 22 29

18 29

18 19

18 15 16

20

18 26

3.0

38
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６ ８
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神戸市水道局 職員研修 ーたちばな センタ

について

すまいの のための

について ･ ･

かやぶき にて

の の

くりすの

で された い で

な を まえ

ささやま

み

シャッタ ガス

はりまや

かずら

ソフト について

まちづくりサ

ポ トセンタ

から

ガイダンス

と

かずえ

の について

フロ などについて

すまいの センタ

左官（伝統的工法）見学会

伝建講習会

平成 年度 親睦研修一泊旅行

耐震診断 講習会

RC

Ver
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いきなりですが の のトップバッタ

として にお いして く になっ

ていました お の で くなるとの で

の の が となり はどうなるかと と

か ぎ けつけて き む も く の の

や の など りある の で の

ある の をして き にありがとうございました

き き ピ パル を め

の な が まり またそれぞれの につい

ての も に われ の ち も のその あ

れよあれよと の を も ぎてしまいました

の は の の で

が れましたが せ を

み を められたかと います の が い

で った が かったのか の も は

よりは くて しました の は

の との と の のように

だったのでは どっちも はともあれ

、第 部 “講演会” ー

中央消防署 木下士郎様 願 頂 事

。急遽、 仕事 都合 遅 事 当初

予定 講演 順序 変更 一時 。何

、急 駆 頂 、休 間 無 最新 火災 事例

消防法 改正内容 限 時間 中 盛沢山 興味

内容 講演 頂 本当 。

引 続 、中古 専門店 ー 様 初 、賛助会員企

業様 熱心 始 、 製品等

質問 活発 行 、各社 持 時間 何 、

、予定 時間 分 過 。

部 “忘年会” 、 部 “講習会” 関係 開始時間

幾分遅 正会員・賛助会員共々、寄 鍋料理

囲 親睦 深 思 。交通 便 良 三宮

行 事 良 、 部 忘年会 出席者数 昨

年 多 安心 。今回 地区別連絡協議会

地元 行政 連携、勉強会、親睦、 鍋 中 盛

沢山 ？ 内容 。

１

２ １

２

PC

PR
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幹 事：前田信行建築士事務所 前田信行

16

17

18

19

20

． ３

．

．

．

．

第 回理事会（出張）及 交流会

建築設計事務所 ー

免震装置見学会

地区別連絡協議会（西部地区）

地区別連絡協議会（東灘区・灘区・中央区）

び

キャンペ ン

日 時：平成 年 月 日

場 所：加古川駅前 加古川

内 容：第 回理事会・加古川支部 意見

交換会・懇親会

日 時：平成 年 月 日

場 所： 会館

内 容： ー 、 、

修繕 相談

資料配布、 展示

日 時：平成 年 月 日

場 所：

内 容： 層鉄筋 ー 造振動台実験

耐震補強 階建 学校

振動台 揺

神戸市都市計画総局 住宅政策課

日 時：平成 年 月 日

場 所：長田区「 」

内 容：協議会及 懇親会

＊本部動向報告

＊支部動向報告

＊支部 活動 、意見要望等

＊業務上 話等 他

賛助会商品資料配付

「建築基準法 建築士法等 改正（案） 」

日本 ㈱ 堀口 矩道 様

日 時：平成 年 月 日

第 部 講習会

場 所：中央区「 会議室」

内 容：①

講師：

②消防法令関係

講師：神戸市中央消防署

予防査察係長 木下 士郎 様

③建材、工法等新商品

講師：賛助会員

第 部 忘年会

場 所：中央区「 」

内 容：懇親会

18 10 20

18 10 28

18 10 30

-

18 11 10

18 11 24

プラザホテル

との

こうべまちづくり

リフォ ム シックハウス

マンション などの

パネル

ディフェンス

コンクリ ト

した ての を

で らす

あまえんぼう

び

の について

の その いろいろ

､ の について

すまいるネット

ピ パル

について

について

かねも

３

３

３

１

－

２

E

RC

ERI

中古 購入 保守パソコンの と について
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第 回親睦 ー 大会23 ボ リング

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成 年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年 月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月 日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場 所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：： 三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店
参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会 員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員 名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名

賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員 名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名

1111111111111111111111111188888888888888888888888888

3333333333333333333333333399999999999999999999999999
1111111111111111111111111100000000000000000000000000

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２ ４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４
ララララララララララララララララララララララララララウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン

◆個人 部 ◆団体 部

参加者名簿及 組 合 表

＊福引 景品＊

の の

び み わせ

き

優 勝 平川 宏行

準優勝 玉野 光彦（文化 ）

第 位 浅野 静

優 勝 山本設計、菱電ＥＶ、高松設計、 化研

準優勝 朝日共同設計、竹久建築、 、

第 位 文化

シャッタ

エスケイ チ ム

ブラ マ チ ム

シャッタ チ ム

－

３

－

－ －

３ － －

190

レ ン レ ン レ ンー ー ーNo No No. . .氏 名 事務所・会社名 氏 名 事務所・会社名 氏 名 事務所・会社名

１

２

３

４

５

６

７

８

９
－ －

－

高田 昌之
平川 宏行
竹中 郁夫

出口 宏一
近江屋 弘美
長谷川 祥平
大谷 一平
大谷 潤平
寳谷 勝馬
安井 裕一郎
藤田 春樹
福羽 由紀子
明松 真由美
佐藤 隆造
柏本 保
柏本 洋子
小林 大治
尾添 康弘
川崎 史
大先 健
田中 邦男
北風 雅頌

朝日共同設計
竹久建築設計事務所
ー

大谷建築設計事務所
〃
〃
〃
〃

兵庫六甲農業協同組合 級建築士事務所
〃
〃
〃
〃
〃
ー 設計工房
〃
〃
〃

川崎設計
〃
設計室

北風建築設計事務所

山本 康一郎
野中 昇
高松 昭雄
藤谷 章
森岡 康浩
中島 哲
庵原 涼子
板東 美希

玉野 光彦
小原 一人
福井 貞夫
来田 貴裕

浅野 静
山口 岳彦
吉良 達也
森定 心
大西 渉
安田 孝之
安田 知史
大西 裕子

山本設計
菱電 ー ー施設 神戸営業所
高松建築設計事務所

ー化研
盤 設計
〃
〃
〃

文化 ー 神戸支店
〃
〃
〃

〃
〃
〃

関西電力 神戸支店
〃
〃
〃

平川 雅勝
芳野 美香
鈴木 晶江
松田 加代子
橋本 秀次
植松 實
平田 義和

創 企
〃
〃
〃

福本建築測量設計事務所
清原建築事務所

建築設計事務所

ブラ マ

ア キノバ

バウレ

エレベ タ

エスケ

シャッタ

エトスアソシエイツ

アクト

190

１

10

36

37

下記賛助会員各社 提供

厚 礼申 上 。

よりご いただきました｡

くお し げます

株式会社 神戸清光

関西電力㈱ 神戸営業所

菱電 施設㈱

大阪 株式会社

小松 工業㈱ 神戸営業所

文化 ー㈱ 神戸支店

神戸支部賛助会

エレベ タ

ガス

ウオ ル

シャッタ

（順不同）
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同好会だより
● 会 同好会

●麻雀同好会

KJ ゴルフ 【会長：正井彬博 幹事：市来幸一・山本康一郎】

【幹事：泰中輝久】

ゴルフ は にも けず にも けず しくコンペを っています ゴルフを められた

し りにプレ したい お ちしております

は を に しく されており しぶりに される が ですので の

などもご なく してください

同好会 、雨 負 風 負 、楽 行 。 始 方、久

振 ー 方、 待 。

優 勝

為金 良充

位

瀬戸本 淳

位

平川 宏行

優 勝

山本 康一郎

位

市来 幸一

位

水野 政博

優 勝

谷垣 茂

位

越智 修治

位

有井 右

優 勝

為金 清人

位

正井 彬博

位

有井 右

麻雀同好会 娯楽 目的 楽 開催 、久 麻雀 方 多数 麻雀 初心者

遠慮 参加 。

優 勝

田中 一夫

準優勝

桝井 弘

第 回 Ｈ （城山 ） 第 回 Ｈ （ ）

第 回 Ｈ （関西 ＧＣ湯谷） 第 回 Ｈ （ ）

第 回 Ｈ 開催

157 18. .16 158 18. .15

159 18. .21 160 18.12.

23 18.10.21

３ ６

９ ７

ゴルフクラブ

クラッシック

（参加者 名） （参加者 名）

（参加者 名） （参加者 名）

10 12

14 12

２ ３ ２ ３

２ ３ ２ ３

旭国際東条 ー 大蔵カントリ クラブ

花屋敷 ーゴルフクラブよかわコ ス

【参加者】
正会員
朝日共同設計 高田昌之
秦中建築設計 秦中輝久
前田建築設計 前田進一
丹田工務店 辻 俊夫

ー建設 角村和良

賛助会員
関西電力神戸営業所 澤原雅典

会員及 賛助会員関連会社
㈱梅本商行 桝井 弘
田中社労士事務所 田中一夫レンゴ

び
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平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成 年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度 兵兵兵兵兵兵兵兵兵兵兵兵兵兵兵兵兵兵兵兵兵兵兵兵兵兵庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親睦睦睦睦睦睦睦睦睦睦睦睦睦睦睦睦睦睦睦睦睦睦睦睦睦睦研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行

1111111111111111111111111188888888888888888888888888 õõõõõõõõõõõõõõõõõõõõõõõõõõ

：開 催 日 時

：集 合 場 所

参 加 者：

目 的 地：

宿 泊：

平成 年 月 日（金）～ 日（土）

三宮 ー

神戸支部 名・阪神支部 名・賛助会員 名

《 日目》文化 ー姫路御着工場 姫路 ー館・大阪 姫路製造所

醤油岡山五穀蔵 牧野富太郎記念館・県立牧野植物園

《 日目》高知市内 坂本龍馬記念館 中央市場 沢田 四国 處 四国館

大塚国際美術館

高知三翠園

18 15 16

20

９

６ ８

１ － －

－

２ － － － － －

バスステ ション

シャッタ ガスエネルギ ガス キ

ミセ

マンション うどん

台風 影響 残暑厳 時期

、少々過 朝 迎 月 日

（金）、親睦旅行 参加 面々〔神戸支部 名・

阪神支部 名・賛助会員 名〕 乗 神姫

（ ・ ） 定刻 神戸三宮 発車。順調

高速道路 入 前方 事故渋滞 情報

急遽 ー 変更 、 分遅 最初 見学地

文化 ー姫路御着工場 到着 。学校関

係 建具等制作 当工場 基点 全国 供給

。神戸支店長、御着工場長 挨拶

後、製作工程見学班 商品展示室見学班 分

場内 視察 。製作工程 全 ー

ー 行 思 、大半

人間 手 委 驚 、出荷

ー 全国 学校名入 梱包制作品 山積

工場 重要性 感

。

次 見学地 姫路 ー館・大

阪 姫路製造所 向 、先 ー館

天然 映像 見 後、 ℃ 液化窒素

使 ー 風船 極低温

不思議 現象 起 体験 。展示

会等 見 光景 見 ー

感動 。続 外部侵入者 防

専用 開 遮断機 通

抜 、製造所内 専属 丁寧 案内

聞 、ＬＧＮ（液化 天然 ）

ー 【 直径 ㎝ 本 鋼管杭

地中約 ｍ 打 込 耐震設計 漏洩 防

ー 式防波堤付】 製

造及 供給 ー 、船舶接岸 ー

移動 視察 。大阪 近畿

府 県広域 ー 構築

総延長 ㎞ 越 地球 周 長

の があるのか しい にもかか

わらず ごしやすい を えた

に する

を せる バス

なにわ は に を

に へ るも で の があり

ル トを し れで の

シャッタ へ する

の は を とし へ し

ているとのこと の

の と とに

かれて を する では てオ ト

メ ションで われていると っていたが

が の に ねられていることに き ス

ペ スには の り が み

にされていたことにこの の が じられ

ました

バスは の ガスエネルギ

ガス へ かい ずはエネルギ

で ガスの を た の を

ってゴムボ ルや などが でどのよう

な な が きるのか しました

でよく かける ですがいつ てもウォ

と してしまいます いて を ぐ

ために のリモコンでしか かない を

り け へ ガイドさんの な

を きながら された ガス タ

ンクゾ ン タンクは の

を まで ち み とし を

ぐプレストレストコンクリ ト や

び ラインゾ ン ゾ ンをバス

で しながら しました ガスは

ネットワ クを しパイプラインの

は を え を する さだそ
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うです

はガスエネルギ で ませ に かっ

たのが を し キミセ へ

な を きながら だしつゆ

の を しましたが の で と

とのハ モニ が し す ･ ･ りの

を しむことが ませんでした

､キミセ のホ ムペ ジに か

ら の が に られました

と されました

つく もなく は

の に のトンネル り

へバスも え えで

り ようやく の

へ は な

を けており の つ な の れを

の システムの で に し､

を にした で スパンがもたらす

な と らを の と んだ

の な に する えを と

いう で にしたそうです

の び が わった に

り の をパネルや

を ながら を しました

の を したときは その さにただた

だ き それぞれが に きているような

を え の とは えないほどの

に き まれてしまいました

めやまぬままに の を え バス

は である へ れで

が で られる となった

があり の

スイサイカク では が

の が の と けられ

ています で の れを した

へ おいしい にお さらにカラオケと

は と しい を ごしました に

のたたきは きさ い すばらしくおいしかっ

たです

は から け にかけ

が されるほどの どうなる

やらと いつつ を に し

はりまや をバスで し

た も に わりつつ の

へ の び

を で しつつも どうしても

の や に が いてしまう の から

へ かって き ているように っており

ガラス りの は り でケ ブルに

よって されています

かに へ がり の た を

ようと いただけで れていました

。

昼食 ー館内 済 、次 向

山陽道 経由 、 醤油岡山五穀蔵

丁寧 案内 聞 人気商品「 」

充填工程 見学 時間 都合 、甕

音 ー ー 醸 出 色 味 香 芸術―

備前焼大甕調熱 楽 出来 。

残念 当日 醤油 ー ー 神戸

設計事務所協会 団体様 見学 来

掲載 。

息 暇 一行 、瀬戸中央自動車道（瀬

戸大橋） 松山自動車道―高知自動車道（短距離

間 箇所 有 ） 高知市内 五台

山（県立公園指定）山頂 息絶 絶 走

、 本日最後 見学地 牧野富太郎記念

館・県立牧野植物園 到着。記念館 全国的 評

価 受 、植物 持 有機的 力 流 、

内部 架構 中 視覚的 表現 集成

材 中心 木造架構 、大

自由 空間構成 、自 「草木 精」 呼

牧野博士 有機的 自然 対 考 、建築

場 形 。

建物 説明及 見学 終 後、展示館 移

植物学者：牧野富太郎博士 生涯 展

示品等 見 館内 見学 。博士直筆

植物画 拝見 、 繊細

驚 、植物 実際 生

錯覚 覚 、人間 力 思 観察力

引 込 。

興奮冷 初日 見学 終 、

宿泊所 「高知三翠園」 時間遅 到

着。“功名 辻” 知 山内家私邸

下屋敷長屋（重要文化財指定） 高知初 良

質天然温泉 水哉閣（ ） 男湯

［一豊 湯］、女湯 ［千代 湯］ 名付

。温泉 今日 日 疲 癒 後、宴

会場 料理 酒 一

行 和気藹々 楽 時間 過 。特

鰹 大 色合 共

。

翌 月 日（土） 、夜半 明 方 大雨

警報 発令 雨、今日一日 事

思 「高知三翠園」 定刻 出発 高

知市内（高知城 橋等） 周回

後、雨 小雨 変 本日最初 見学地

坂本龍馬記念館 到着。坂本龍馬 生涯及 人物

像 常設展示室 見学 、 建物

構造 形状 目 向 。山 上 大

海 向 突 出 建 、総

張 階部分 吊 橋構造 ー

支持 。

確 屋上 上 、“龍馬 見 海”太平洋

見 歩 揺 。

!!
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雨 上 隙 、桂浜 坂本龍馬

銅像 見学。昭和 年 建立 後平成 ～

年 掛 土台 大補修 行 寿命 年延

。拍手！

続 中央市場 買 物 、話題性

沢田 時間 都合 車中 見学

。【沢田夫妻自 年 着工 ＳＲＣ

造 階建 集合住宅 設計 施工（仮設 基

礎 鉄骨 配筋 ー 打設 各設備 仕上

工事等） 全 人 手掛 年 第 期

工事 完了 。 年 一部 階部

分 完成 目指 階建 ・・・夫妻

大工 一級建築士 資格 無 当然行

政 確認申請 届出 行 。当時

行政 話 合 、

阪神淡路大震災 歌舞伎町 火災 違

反建築 対 厳

年 高知市 工事停止命令 発令 。】車

中 手作 ー 見 工事 続

。

昼 近 腹

一路琴平 、四国 處 四国館 日本

唯一 純生釜揚 腹 頂 、研

修旅行最後 見学地 徳島鳴戸 大塚国際美

術館 到着。建物 大塚製薬 ー 建築主

、瀬戸内海国立公園内 位置 、

大半 地中 埋設 、地下 階地上 階高

ｍ 内、外部 地上部分 ｍ 一部

見 。建物周囲及 屋上 自然 調

和 全 緑化 。

ー 広場 ー ー

ｍ程上 ー 誘導

共 館内見学 出発。全 隈無 歩

㎞ 。

日本最大 常設展示 ー 、古代壁画

世界 絵画 名画 原寸大 点 特殊技術

退色劣化 免 、約 年以上保

存 美術陶板名画 再現

展示 、 、古代遺跡 教会等 壁画

環境空間 再現 立体空間 展

示 。世界史 絵画 興味 人

特 堪能 。

研修旅行最後 見学地 後 、 大鳴戸

橋 神戸淡路鳴門自動車道 ー

休憩 明石海峡大橋 経由 、定刻 少 早

神戸三宮 到着。

、台風 天候悪化 無

事 楽 研修旅行 。各見学地 丁

寧 説明 頂 皆様、 、

経験 知識 豊富 、車中 “

” ー 披露

頂 井尻様、 日

間 握 行 帰 安全運転

我々 運 運転手 辻様

苦労様 。最後 神戸支部並 阪神支部及

賛助会員 皆様方本当 疲 。

。

が がっている に にある の

を に された

に けて から を い が

びたそうです

いて で い をし いっぱい

の マンションを の で より し

ました らが に し

ての を から ､

､ ､ ､コンクリ ト ､ ､ げ

を て だけで け に

が したそうです には

が し すは てだとか は

だそうですが の が く

には の は っていません か

ら とは し いをしてきたそうですが よう

やく や ビル により

に するチェックが しくなったのか

に が を しました

からは りクレ ンが えましたが は

いているのでしょうか

そろそろお も くなりお がすいてきたので

バスは へ うどん で

の げうどんをお いっぱい き

の である

へ は グル プが と

なり に しているため

が に され さ

の からは の のみが

えるそうです び は との

をはかるため て されています

アプロ チ よりいきなりエスカレ タ で

がりエントランスホ ルへ されガイ

ドさんと に へ て く くと

あるそうです

の スペ スに から

の ､ まで で を

により を れるために

できるオリジナル として され

してあり また や の を

そのまま ごとに し として

してあります や に がある は

に できるでしょう

の を にし バスは

パ キングオアシス

を し より し く

へ

トラブルもなく による もなく

で しい になりました で

な とガイドをして きました そして

かつあらゆる が で では スナッ

クのママさん になるパフォ マンスまで し

て きましたベテランバスガイドの

ずっとハンドルを り き りとも で

を んでくれました の たいへんご

でした に びに

び の にお れさまでした そ

してありがとうございました
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平平成成 年年度度1188

建建築築設設計計事事務務所所 ーーキキャャンンペペ ンンををおおええてて

副支部長 田 中 邦 男

２
０
０
６
年

月

日（

月）

掲
載

↓

神
戸
新
聞

↑朝日新聞
年 月 日（金）掲載

↑神戸新聞
年 月 日（土）掲載

10

23

2006 10 272006 10 28

今年度 回 ー 開催 。

回目 神戸市主催 水環境 （垂水平磯公

園 ） 参加 市民 方々 相談 受 。

回目 「 会館」 階 借

相談会等 開催 。 回目

ー 作成配布 、朝日新聞、神戸新

聞 開催 案内 掲載 、又、会館

神戸 中心地元町 子供 ・

親子三代・紳士淑女 様々 方 見 建

築 相談員 相談 、 （Ｅ

建物破壊実験 放映＝神戸市

借用） 展示（耐震補強、地震 威力等）

見学 成功裏 終 思 。

今回 耐震 関 相談 多数有 、

関 相談（例 、自宅 台所

天井 石綿板 張 大丈夫 ？等）

何件 、耐震 建物 市民

皆様 様々 不安 持 痛感

。今後 ー 行 啓蒙活動

続 大事 考 。

は のキャンペ ンを しました

は の フェア

にて に し の の を けました

は こうべまちづくり の をお

りして を しました はキャン

ペ ンのチラシを し

に の を していただき が

の にあることもあって づれ

と な がお えになり

について に されたり ビデオ

ディフェンスでの を よ

り やパネル の

を され に わったと います

も に する が りましたが

アスベストに する えば の の

に が ってあるが だろうか

も かあり だけでなく について

の が な を っておられることを

しました もキャンペ ンを い を

けていくことが であると えます

２

１

２ １

２

－
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副
） 甲
斐
田
直

（
正
） 野
中

昇
（
副
）㈱

神
戸
支
社

原
益
夫

（
正
）

ー
化
研
㈱

藤
谷

章
（
副
）＊
㈱
神
戸
清
光

橋
本
誠
夫

エ
ア
ン
ド
デ
ィ

ア
ム
ワ
ク

ガ
ス

リ
ビ
ン
グ
チ
ム

を
と
す
る

リ

シ
ャ
ッ
タ

エ
ス
ケ

代
表
幹
事

総
務
部
幹
事

厚
生
部
幹
事

広
報
部
幹
事

研
修
部
幹
事

事
業
部
幹
事

小
松

ー
工
業
㈱
神
戸
営
業
所

三
和

ー
工
業
㈱
神
戸
支
店

ウ
ォ
ル

シ
ャ
ッ
タ

菱
電

ー
ー
施
設
㈱
神
戸
営
業
所

エ
レ
ベ
タ

IN
AX



新会員紹介

月 株式会社 ー 一級建築士事務所

月 株式会社 ー 建築設計事務所

Ｉ建築設計事務所

月 一級建築士事務所

月 一級建築士事務所 株式会社 ー

月 本多建設工業株式会社

月 六甲一級建築事務所

日本営繕一級建築士事務所

阪神測建株式会社一級建築士事務所

月 株式会社 北村鉄工所

大創建設工業株式会社

株式会社 岡田建築 ー

月 松下設備 株式会社

APPROACH No.36

37

正会員入会

正会員退会

正会員移籍

賛助会新入会

賛助会退会

４

４

４

５

４

４

エステ トハウジング

アムワ クス

アシスト

サンエ ス

デザインル ム

システム

開 設 者 有地 豊子

管理建築士 松尾 誠

管理建築士 赤松 正憲

五百旗頭 洋一

開 設 者 辰畑 章

代表取締役 永来 稔章

管理建築士 大下 誉晃

辰畑 章

繁治 稔

谷口 昭雄

（淡路支部 移籍）

山本 優雄

代表取締役 北村 栄輔

担 当 者 北村 栄輔、太田 慧一

代表取締役 稲岡 芳彦

担 当 者 津田 幸三

岡田 和夫

飯間政二郎

11

11

より



祝 受賞
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兵庫県自治賞

田 中 邦 男

田 中 邦 男

平 田 義 和

バウレ

バウレ

アクト

設計室

設計室

建設設計事務所

平成 年 月 日、受賞 。

平成 年 月 日、受賞 。

平成 年 月 日、受賞 。

18 12

18 23

18 23

６

５

５

されました

されました

されました

õ兵庫県建築設計事務所協会 会長表彰 支部役員表彰
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作 品 紹 介 関西電力 Ｆ ・ ー「 」
平成 年 月 日～平成 年 月 日

ビル エル ギャラリ のっぽ にて１
１ １19 15 19 26

設計監理

物 件 名

施 工

建築場所

工 期

構造規模

建築面積

延床面積

／

／

株式会社 川 設計

高野山真言宗 無動寺・護摩堂

／

／

／ ５

５

／

／

／

井上建築 株式会社

神戸市北区山田町福地

平成 年 月～平成 年 月

平成 年 月 日 落慶法要

木造伝統構法平屋建 ・銅板葺

㎡

㎡

17 11 18

18 28

22.46

18.72

て き

北六甲 隠 里 云 「山田荘」古希 高野
山真言宗 無動寺・不動堂（護摩堂） 時代考査 、
住職 意向 反映 熟慮 。
平安時代 偲 本堂 仏像「五体」 、国 指定

重要文化財、 庫裡 、「藁葺 」 、当
時 七堂伽藍 有 面影 感 。

一堂 復元 「護摩堂」 全景 本堂
対象 取 入 設計 。
護摩堂 例 少 登 吊 束天井（化粧

野地） 、護摩火 排煙処理 「天蓋」 通
屋根裏自然排気 防炎 施 宝珠 抜

導 。 、須弥壇・護摩壇 勤行 考慮
、檀信徒 参拝 配慮 。

の れ と われた
の と

ご の を し しました
を ぶ の は の
そして は き であり

は を していた を じさせています
その の としての は
の を り れた です

としては が ない り り
とし の として を

じ にて を し に くように
いています また は を

し の に しています

しょう

ごんぎょう

↓

護
摩
堂
全
景

↓

手
前
左
側：

護
摩
堂

奥
側：

本
堂

↓

登

吊

束
天
井

／

り

り
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設計監理

物 件 名

施 工

建築場所

工 期

構造規模

建築面積

延床面積

／

／

株式会社 瀬戸本淳建築研究室

ー 芦屋メ プル セレヴィ

／

／

／ ４ ６

／ ５

／

／

株式会社 大木工務店

芦屋市春日町

平成 年 月～平成 年 月

鉄筋 ー 造地上 階建

㎡

㎡

17 18

906.24

2,076.91

コンクリ ト

阪神打出駅 北、 号線 南 位置 地帯 田園地帯 、大正 昭和 健康地 ー
住宅地 開発 。芦屋 良好 住宅地 要因 、海 山 間 街並 明 。
人 住 、 文人 芸術家 集 新 都市文化 生 。 建物 洗練 屋根

屋敷 、明 親 雰囲気 生 出 。近隣 対 配慮 建物 周囲
、 低 見 屋根 層構造 手法 。地域 伝 伝統 西洋的 手法、
伝統 間 調和 保 、少 変化 明 暖 表情 醸 出 。懐 感 静寂 光

満 風景、明 街並 仕上 。木製 共用 入口 部 透 、水 流 水盤
明 中庭 眺 。

の の に するこの は であったが から にかけて のキャッチフレ ズに
よる が されていった が な となった のひとつは と の にある みの るさである そ
こに が み さらには や が まって たな を んでいった この はシンプルかつ された の
ついたお としてデザインされ るく しみやすい を み している に する からこの が にな
じむよう かつ く えるように をつけた のデザイン をとっている に わる と な モ
ダンと の の を ちながら し させて るく かい を し している かしさを じながらも と
に ちた るい みに げている の ベンチがある のエントランス からは けて の れる
の るい が められる

２

３
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設計監理

物 件 名

施 工

建築場所

工 期

構造規模

／

／

兵庫六甲農業協同組合一級建築士事務所

太山寺塔頭 歓喜院 造営

／

／

／ １

／

株式会社 神田組

神戸市西区伊川谷町

平成 年 月～平成 年 月

木造入母屋瓦葺 平屋建

造営部分 ㎡

16 18 12

269.52

き

神戸 西 位置 、国宝太山寺（本堂） 塔頭 市登録文化財
庭・本堂 存在 、不審火 建物 焼失 。 同

規模同位置 建設。元 建物 年 建立 、太山寺本堂
伽藍 、県道 挟 向 合 位置 、同寺五

坊 一 、 入母屋造 外観 近世 大規模農家
似 。

の に し の で
の が していたが で が した ほぼ

に の は の で など
がある とは を んで かい う にあり ヶ
の つで かやぶきの りの は の に
ていた

1777
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設計監理

物 件 名

施 工

建築場所

工 期

構造規模

建築面積

延床面積

／

／

株式会社 建築研究所

芦屋

アトリエフルタ

スタアリィアイ

／

／

／７

／ ３

／

／

有限会社 ー ー

芦屋市茶屋之町

月

ＲＣ造・ 階建

㎡

㎡

MIOコ ポレ ション

ヶ

66.42

212.40

市街地 桜並木 面 建物。
階 階 画廊、 、
ー、 … 多目的 使 ー ー

。 階 住居 。
矩勾配 屋根 造 出 階 住空間 、
吹抜 拡 、変化
住 。

の に したしょうしゃな
はテナントに は カフェ ギャ

ラリ サロン と に えるオ ナ
ショップです は となっています

の が り した の は
けとロフトとなって がり のある

まいとなっています

１ ２

３
３
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設計監理

物 件 名

施 工

建築場所

工 期

構造規模

建築面積

延床面積

／

／

有限会社 竹久建築設計事務所

明石 Ｉ邸

／

／

／ ７ １

／ ２

／

／

東洋工業 株式会社

明石市大久保

平成 年 月～平成 年 月

木造 階建

㎡

㎡

16 18

98.88

132.84

密集 宅地分譲地 開放感
陽 確保 。
しつつある で の

ある だまりを する

↓

舗
石

敷

玄
関

↓

陽

射

込

中
階
段

↑ 階ＬＤＫ

ブ
ロ
ッ
ク
を

い
た

の

し

む

２
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パキスタン でみたもの地震支援 写真日記

畑 中 久美子畑中久美子 室デザイン

私 、建築 設計 仕事 。特 土 使 建物 興味 持 、土壁 版築 用 建物 研

究、実践 。 縁 、 年 月 起 地震 支援 、震災 月経

月 、 （※ ） 建築専門家 派遣 形 、 地震 応急住宅提案 調査 行

。

行 前 、 怖 ー 、結構 覚悟 向 。

、行 随分 受 ー 随分違 事 驚 。 伝

思 、 見 向 人々 生活 写真日記 伝 。

首都 ー 入国。 ー

新 街 、 建物 多 。 区画整理

町並 、裏道 入 郊外 高級住宅街 風情

感 。

宗教 厳格 教徒 多 占 、 日 回 祈

守 。

車 多 走 、空気 埃 。日本車 憧 様 、

古 日本車 走 。日本 社名 入

車 見 。

食事 ー 食 ー。

宗教上、 ー 豚肉 口 。

ー 飲 人 ー 乾杯 。

羊 大切 。羊肉 食

、 使 羊 。車

郊外 走 羊 連 羊飼 道

路 脇 歩 見 。 羊毛 織物

（ ） 名産

は の を としている に を った に を っていて や を いた を

している そのご で に きたパキスタン の のため から ヶ った

に に として される で パキスタン の のための に く

ことになった

く のパキスタンはアルカイダ テロといった いイメ ジしかなく な をして かった

しかし ってみると とメディアから けるイメ ジとは った に いた このギャップを えた

いと い そこで た こうの の を にしてお えする

であるイスラマバ ドから イスラマバ ドは

しい で の が い きちんと され

た み に ると の のような

さえ じられた

は なイスラム が く め のお り

を る

が く り は っぽい は れの で

い がたくさん っていた の が った

ままの をよく かけた

はカレ をナンで べるのがメジャ

アルコ ルと は にしない

どんなにビ ルを みそうな でもジュ スで する

ここでは が にされていた を べるのはもち

ろん チャイに われるミルクは のミルクだった

で を っているとたくさんの を れた いが

の を いるのをよく かけた そして の

パシュミナ が だった

2005 10 11

1 5

１

１NGO

RC

イスラマバ ド

そして について

ー

食事 羊
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イスラマバ ドを れて に ると と の な

がたくさんあった の には の

は れないのだが と した は って す

ることができた

に って を せてもらうといつも お しな

い とか ランチしていきなさい とか ってい

たら を して りなさい と ってくれた

する たちは とても でおもてなし きだった

パキスタンはとても いところだと っていたのに

だった アルカイダがこの から まれたのが

な だと った

パキスタンといえば イスラム が を めるが

ガンダ ラ すなわちブッダを った の がある

はタキシラの

の たちからは が うのでそんなに にされ

ていない にユネスコなどの からの によって

として されている

に の であるバラコット を て っ

た ヒマラヤ の で の にある が

はリゾ ト だった は の から られる

は な の きで にやられていた

か でも の は ど を

つけられていない まいは されるテントを つ

だった テントの をみせて うと まあ がって

け と う は なのに いよと るも チャ

イとお でおもてなしをしてくれた

ー 離 郊外 出 土 石 魅力的

建物 。住宅 中 、身内以外 男性

入 、私 、同行 女性 入 拝見

。

集落 行 住宅 見 、「 茶

？」 、「 」 、立

椅子 用意 「座 」 言 。

接 人 皆 親切 好 。

怖 思 、意

外 。 国 生 不思議

位 思 。

、 教徒 多数 占 、

ー 遺跡 祭 仏教 地 。

写真 都市遺跡。

国内 人 宗教 違 大事

。主 国外 支援

遺跡 残 。

主 支援地区 市街 見 回

。 山脈 麓 山 渓谷 地域 震源地。

以前 ー 地 面影 瓦礫 看板 見

程度。街 強烈 断層 動 壊滅的 。

震災 月後 瓦礫 撤去 道路確保以外、殆 手

。住 配給 待 状

態 。 中 貰 、「 上

行 」 言 。私 支援側 悪 断 、

菓子 。

NGO

1

地方

ー

被災地

のすまい

ガンダ ラ
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Stage Stage Stage Stage Stage１ ２ ３ ４ ５

まず つくり に じて を できるプ

ラン に することを している

セルフビルドで み が らつくることを としてお

り の ワ クショップとパ トナ シップ

を って める ができた の では づくり

を とし や を めるために の

と ある の を が することで

を

この の した は さ

れた

に はどう されていったのか べに き

たいと っている

より

パキスタン における の と について

パキスタン における の

１

５

１ １

１

１． １

／

２． １ ／

／ ／

３．

棟寝室 、必要 応 諸室 増殖

。恒久住宅 発展 期待 。

住 手 自 前提

、現地 応急住宅 ー ー ー

取 進 事 。今回 支援 寝室

対象 、精度 技術 高 建築技術者 指

導 、 程度 建材 提供 自宅再

建 推進。

支援 住宅 年 月末 戸建設

。

数年後 、住宅 増殖 調 行

思 。

展開例（“ ＋α 参考資料 ”）

※ 社団法人 日本国際民間協力会

＜参考資料＞

地震 仮設住宅 ＋α 提案 実施

田島喜美恵・畑中久美子・布野修司 年度日本建築学会大会・学術講演講概集・建築計画

地震 仮設住宅 ＋α 可能性 新建築 年 月号

新建築社 田島喜美恵・畑中久美子

NGO

NGO

temporary housing

********************************************************************************************

" temporary housing"

" temporary housing"

P

Karavan Pakistan Programme for Indigenous Technology Heritage Foundation Pakistan

2006 247

2006

2006 2

.29

/

提案 応急住宅した について
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兵庫人物伝

―― 黒黒田田官官兵兵衛衛孝孝高高 ――

兵庫六甲農業協同組合一級建築士事務所
寳 谷 勝 馬管理建築士

姫路城 本城 御着城本丸跡 城郭 模 姫路市役所東出張
所 建 左隣 官兵衛 祖父 御堂 祀 黒田家
廟所 。

姫路城 、 年（天文 年）～ 年（永禄 年） 官兵衛 祖父・
重隆 父・職隆 御着城 出城 建築 。 本格
的 姫路城郭 誕生 、現在 姿 。

の だった に を した
が てられその に の と が られている
がある

は に の
が とともに の として した これが
な の といわれていて その はない

1555 1561４ ４

NHK 大河 「功名 辻」 豊臣秀吉

（柄本 明） 軍師 黒田官兵衛

（斉藤洋介） 登場 。

人物 数々 知略 持 秀吉 天下統一

助 名参謀 知 。

真 白 美 姿 白鷺城 呼 世

界遺産・姫路城。 城主 一人 戦国 知将、

黒田官兵衛孝高 。

年（天文 年）、今 天守閣 持

小 姫路城 官兵衛 生 。父職隆

播磨 豪族・小寺氏 家老 御着城 出城

姫路城 任 。官兵衛 姫路城主

歳 小寺氏 家老 頭角 表

大 転機 。

小寺氏 織田方 毛利方 味

方 揺 。官兵衛 、織田信長

主君 説得 。 年（天正 年）、

信長 中国征伐 命 受 羽柴秀吉 姫路城

招 入 、傍 播磨攻略 尽力 、 年

（天正 年）、主君 伊丹 荒木村重 信長

反旗 翻 。翻意 促 為単身、主君

赴 捕 、有岡城 幽閉

、翌年 年（天正 年）、城 陥落

助 出 足腰 萎 、歩行困難 状態

。

後再 秀吉 戦 、 年（天正

年）、信長 本能寺 変 討 「天下取

好機」 進言 、有名 中国大返 、

秀吉 天下取 合戦 多 軍功 上 。

恩賞 驚 少 、頭 良 官

兵衛 秀吉 警戒 伺 。一方、

官兵衛 自分 野心 示 、

年（天正 年）、家督 息子・長政 譲 、出家

如水軒 名乗 。

年（慶長 年）、秀吉 死去 家康

三成 敵対関係 表面化 、 年（慶長 年）、

関 原 戦 起 。天下取 野望 抱 、

戦 挑 夢叶 、徳川時代 移

、 後 、歌 茶道 楽 楽隠居 送

。 年（慶長 年）伏見 藩邸 死去。享年

歳。

官兵衛 生 姫路城 今 見

。中国征伐 際、秀吉 城 献上 、秀

吉 三層 天守閣 持 城 造 替 。

、 城 年（慶長 年） 池田輝政

大改修 現在 残 。

ドラマ が に

のそばに としての

が する

この は の で って の

を けた として られている

また っ な しい から と ばれる

その の に の

がいる

のような を た

ない さな で は まれた は

の の で の である

を されていた が となっ

たのは のときで の として を

すがやがて きな がやってくる

そのころ は か のどちらに

すべきか れていた は につ

くべきだと を する

の の を けた を に

き れ らで に したが

が の ととも

に を してしまう を す

のもとへ くが らえられ に されて

しまい が して

け されるも は え な になっ

てしまったといわれている

その び のもとで い

が の で たれると り

の と し な しをはじめ

の りの で くの を げた し

かしその は くほど なく の すぎる

を が していたことが える

は の がないことを すため

を に り

して と る

が すると と

の が し

ヶ の いが こる りの を き

いに んだが うことなく へと っ

ていき その は や を しむ を っ

た の で

が まれた を はもう ることが

できない の に を し

が の を つ に り えたからだ

しかし その も の

による で ほとんど っていない
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戯 事れ

―― 談談 義義 ――ゴゴ ルル フフ

株式会社 盤設計
為 金 清 人

私 友人 父 ー 貰

Ｓ 年 、

ー 少 、 代 打

場 行 始 。

Ｓ 年春 明石 設計事務所 息子

大神戸 場 初 連 行 、

ー 、 、計 上 、

。初 ー 、 ー 良

、 ー 回 緊張 増 、足

地 、何 内 終

思 。

私 始 、先輩

～ 本持 走 言 、今

ー 、 走 思

。又、 ー

ー 苦労 思 出 。

私 事務所協会 入会 、先輩 ＫＪ

会 一緒 言 誘 、Ｓ

年協会 入会 頂 。

Ｓ 年 、旭国際東条 第 次

会員 、 万円 分割 、銀行 月 円

支払 苦労 時代 。旭国際 後、

大蔵 ー 出来、 万円 追徴金 支払 、又、

後 ー 旭 出来 。 、 ー

旭 変更 、土、日曜日 ー

難 、Ｓ 年旭国際会員権 万 売

却 、Ｈ元年、播磨自然高原船坂

入会 、Ｈ 年 月 城山 会員、又、

本年 月 関西 会員

、現在 至 。

以前 、夜、三宮 出 、又麻

雀 。 始 、時間

費用捻出 為、全 出来 、

。

当初貰 物 始 、

買 、 ー ー 使 等

苦労 、Ｓ 年 週 回 、

週 回 練習場等、約 ～ 年続 思 。

今 自分 遺産

現状 。又、年 取 、道具 、

球 良 飛 、腕 下降線

、頭 、結果 反省

。

Ｓ 年頃 話 、 練習 練習場

、頭 練習 出来 言 仲

間 、 及 等 練習 友、又、

読本 練習 友等、 私 ー

体力造 練習 替 。

本 練習 友 、 言 事 変

来 、今回 足 指 地面 、

、又 次 、子供 背負

言 事 変 結

果 同 反省 。

頭 、前日 寝 中 、

翌日 。又、寝 中 ー

、翌日 結果 同 、反省、反省

。

次 意気込 考 事 、 時

、位置、右肩 下 、

肩 ー 、右膝 、頭 上

等々、考 事

思 、年々考 事 増 思

、何 考 方 結果

良 。等々私 戯 事 書

、考 考

楽 、次回 次回 結果 、

目標 日 ー 出来

楽 。

の の よりゴルフのハ フセットを っ

たのが ごろで そのころバッティングセン

タ が なくなり その わりにゴルフの ハナ

シ に き めたのがきっかけとなりました

ごろに の の さんに

ゴルフ へ めて れて っていただき

スコア で り はまってしまい

ました めてのコ スでは スタ トは かっ

たのですが ホ ルを るごとに が し

が につかなく もわからない に わってい

たという いでした

たちがゴルフを めたころは にはいつ

もクラブ って れと われており

みたいにカ トはなく いつも っていた いが

します ゴルフをやるためのコ スのエント

リ にも した い があります

が に したのも より

で にゴルフしようと う いがあり

に させて きました

ごろ ゴルフクラブ の

になり を で に

の に した でした のその

コ スが の を い

その オ ル が ました そのころ オ ル

に しないでいると のエントリ

が しくなり を で

し ゴルフクラブに

し に ゴルフクラブ

より クラシックゴルフクラブ に

なり に っております

ゴルフをする は に たり

もよくしました ゴルフを めてからは

と の て なくなり ゴルフには

まってしまいました

ゴルフも い のクラブで め クラブを

バラ いしたり ボ ルもロストボ ルを う

しながら ごろより のラウンド

の いたと います

の はそのころの でゴルフをしているの

が です を っても がよくなり

も く ぶようになっているが は に

なり ではいつもシングルですが は

あるのみです

の ですが ゴルフ も だけ

でなく で も ると っていたゴルフ

で テレビ ビデオ で する ゴル

フ で する そのころ はスポ ツク

ラブでの りに を えておりました

で した は ラウンドごとに う が

わって て は の で をつかみ ショッ

トをする その には を ってショッ

トをするというふうに う が わりましたが

は じといつも です

でゴルフでは の の で ラウンド

ラウンドです の ではいつもパ

プレ の はいつもと じ

です

はと んで える は アドレス には

グリップ を げない バックスイン

グは よりスタ ト をゆるめない が

がらない えられる だけでも も もあ

るように われ える が えるように

われますが も えずにゴルフをする が

は いかもしれません の れ を かせ

ていただきましたが えれば えるほどゴルフ

は しく は で はともかく いつも

をもってその のスタ トが るしあわせ

を しんでおります
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ちとエッセー

「「匂匂 」」いい

高松建築設計事務所
高 松 範 明

嗅覚 空間

公衆衛生行政 成立

と

の

以前勤 職場 上司 世間話

、話題 海外旅行 話 。彼女 海外

旅行 経験 多 、 話 盛

上 。海外旅行 経験 筆

者 数少 渡航経験 島 話題

急 彼女 表情 曇 。自分 島 行

空港 降 途端、妙 臭 気

滞在中 気 不快 過

言 。 島 二度

行 。 私 島 滞在

間、便所 別 不快 匂 感

記憶 。確 当時空港 水田

畑 隣接 、 肥

島全体 不快 臭 満

。 、彼女 記憶 空港 降 立

第一印象 色濃 残

思 。

多 人 自分自身 体臭 気

同 自分 住 空間 匂 気

。 離 他所 移動 前

空間 新 空間 匂 違 初 気付

思 。身近 経験 例

申 訳 、一時期 事情 奈良県 南

部 位置 ー 訪 。

際、交通機関 近鉄電車 南大阪線 利用

。 ー 帰 近鉄

環状線 乗 換 鶴橋駅 利用 、

時間帯 大抵夕方 夜 。 ー

近 駅 乗 込 車両 鶴橋駅

ー 降 立 瞬間、必 強烈 匂

体験 。 存知 方 多 思

大阪 鶴橋駅周辺 多 焼肉屋 軒 連 繁

華街 。焼肉屋 換気扇 排出 強烈 匂

、整備 尽 無臭 ー

来 人間 、目 感

強烈 印象 与 。 人間 生活 生

匂 強烈 印象付 場所 他 知

。 鶴橋 漂 匂 、 種

雰囲気 伝 。 生活 人々 直

接知 、 生活 基盤

。 感 匂 、

意識 中 浸透 独特 雰囲気 醸 出 。

営 雑多 生活 力、特定 個人

人格 直接 、 放射

空気 中 広 気体 。

微妙 感覚 嗅覚 物事 関

係性 能力 急激 衰 思

。

近代化 進 過程 中 我々 持 五

感 視覚 聴覚 嗅覚 味覚 触覚 最

虐 嗅覚 。極論的 言

近代 嗅覚 保護 進

見方 。 世紀

少 長 紹介 。「糞尿

汲 取 人夫 通 悪臭 散 。糞尿処

理場 行 手間 省 彼 糞尿 詰

樽 中身 中 。

蛮行 対処 出 多 警察令

施行 終 。 革業者

めていた で と をしていた

とき が の になった は

の が いらしく その でずいぶん り

がっていた の のほとんどない

は ない のバリ を にしたとこ

ろ に の が った もバリ に っ

たがあそこは に りた な いが に

なり もそれが になり なまま ごした

と うことらしい そのためにバリ へは と

きたくないらしい しかし がバリ に し

ている などは にして な いを じ

たことは になかった かに は

や に していたし そこに があったとして

もまさかバリ が な いに たされるは

ずもない だが の には に り っ

たときの が く ってしまったのだと

われる

くの は の が にならないのと

じように の んでいる の いには が

つかない そこを れて に したとき に

いた と しい の いの いに めて

くことがよくあると う な を にあげ

て し ないが とある で の

に するニュ タウンをよく れていた そ

の は の を して

いた そのニュ タウンからの りに から

に り えるのに を するのだが

その は から になっていた ニュ

タウン くの で り んだ から のプ

ラットホ ムに り った ず な い

を するのである ご の も いと うが

の は くの が を ねる

だ の から される な

いは され くされた のニュ タウンか

らやって た にとって まいを じるほど

な を える これほど の から

じる いを に けられる は に ら

ない ところでこの に う いは ある の

を えてくれる そこに する を

っているわけではないし そこに の

があるわけでもない しかしそこで じた いは

の に し な を し す それ

はそこで まれる な の の に

とは つながらないが ここから され

の に がっていく のようなものだ し

かしこの な である によって の

をはかる が に えつつあるように

えるのである

の む の で が っている

のうち も

げられてきたものが であろう に っ

てしまえば は の のために んできた

という もできるかもしれない のパリ

についで し くなるがご しよう の

み り は りに をまき らす

に く を くため らは の まっ

た の をドブの にぶちまけるのだ こうし

た に するために された くの は

どれも されぬままに わる なめし や

JR
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しろなめし の も の いを げる

けをする パリの の は ち のおか

げでぼろぼろになる ベルサイユの

も も そして さえもが き を すよう

な を ち の

などは と がいたるところに き らか

されている のいる のすぐしたで

が をさばき であぶる サン クル

りはよどんだ と の で われている

これはまるで の を した

ように えるが パリの みの な

なのである の のセ ヌ は

が れ み その は え い にまみれ

ていた たちは の いがあらゆるものを

させる ガスだと じて し では

がいつも の になっていたという パ

リ のモンフォ コンは な コンビナ

トになっていた そこは の め と

が り わせになり な を つよ

うになった また パリ の に す

る では の が ざらしのまま

され な を っていた もちろんこうし

た まじいまでの は の から

じたものである くの たちは をなく

す の に したが やがて の

に の が いていった くの

が され された か の による

の が な と えられていたこ

ともあるそうだ こうした は の

の に を えることになる と を

きくとり かい う で を に け

を くとり を える やらせん を

すると った はこの のもと められた

そしてこの れは にも な を

えた もよく にするルドゥ のドロ イン

グは の な れの を に して

いるとみることもできる ショ の や くの

モニュメンタルな はどれも

せず している そして な

の の き なまでのシンメトリカル

な な をもっている これらは

すべて の で な を しており

の が で みとれる これを る に

に させる を っていた が

ルドゥ のドロ イングのその に を わ

れがちであるが その には にご した

まじいまでの の の があったので

ある

この の に する が

がなじんでいる や の

になっていることは らかである が

に することを し を し よ

く する そのことで を し の れを

しその が されるようになった

の は から れば な から

らかに している そしてその な は

やがて という を み し その

を しようとした の はそこにいる

の を に められるようになり な

ども しい が えられるようになった

や にあった は に

き されるようになったのである が

たり のように ぶ の はこの

に されていった が にする し

いパリの みは との の に り った

と っても ではない

ここで いにまつわる をご しよう

のはしりで な ウェ

ルズははげ で りと で う な

だったそうである しかしなぜかめった

やたらと にもてたらしい のサマメット

革業者 作業場 糞便 臭 広

手助 。 建物 壁 立 小便

。」「（ ）大庭園

庭園 宮殿 吐 気 催

悪臭 放 連絡通路 中庭 両翼 建物 廊

下 小便 大便 撒 散

。大臣達 翼 豚肉

業者 毎朝豚 火 。 ＝ ー

大通 小便 猫 死骸 覆

……」 筒井康隆 小説 引用

見 世紀 街並 客観的

記述 。現在観光 中心 ー 河 汚

物 流 込 土手 耐 難 悪臭

。学者 糞便 臭

腐敗 有毒 信 研究 王室

糞便 話題 中心 。

北部 ー 、巨大 悪臭 ー

。 糞尿用 溜 池 屠殺

処理場 隣 合 猛烈 悪臭 放

。 中央 中央市場 隣接

共同墓地 貧民 遺体 雨 放

置 強烈 悪臭 放 。

凄 状態 極度 人口集中 生

。多 学者 悪臭

消毒剤 開発 従事 換気 重要

性 研究 方向 向 。多 換気装置

考案 使用 。何故 火薬 爆発

大気 振動 強力 換気装置 考

。 気体論 当時 啓蒙主

義 建築 影響 与 。門 窓 大

向 合 形 扉 部屋 設 廊下

広 悪臭 伝 塔 階段 廃絶

言 計画 影響 進 。

流 都市計画 決定的 影響 与

。我々 目 ー ー

当時 気体論的 流 影響 端的 表

。 ー 住宅 多

建造物 公共建築 密着

独立 。 明解 機能性 建築物

同士 間隔 開 病的

計画 強烈 幾何学性 。

都市 健康 清潔 状態 示 都市

構造 一目 読 上 見 人々

視覚的 安心 力 持 。我々 今日

ー ー 特異性 目 奪

背景 先 紹介 凄

当時 都市 汚染状況

。

時代 悪臭 対 思想的 技術的変遷

今日我々 都市計画 建築技術 基

本 明 。人間 都市

集中 抑制 都市施設 分割 効率

配置 。 通気 促 臭気 流

調整 根本 改善 。人口

都市集中 生態系 見 自然 状態 明

逸脱 。 不自然 状態

公衆衛生 概念 生 出 矛盾

解決 。空間 換気量

人体 吐息 基準 決 便所

新 配置方法 考 。

公共空間 私的空間 嗅覚的混在 徐々

引 離 。今日我々

当 前 学 換気 工学的基礎 時

期 確立 。我々 現在目 美

街並 悪臭 対決 上 成 立

言 過言 。

匂 逸話 紹介 。空

想科学小説 有名 小説家Ｈ・Ｇ・

頭 寸胴、小太 今 言 典型的

親父風体 。

女性 。友人 ・

，
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モ ムは に い に きつけられた

にその を いたところ は の に

きつけられたと えたそうである にもそ

の で を きつけたという は の

を に りなくある もよくフェロモ

ンを に ち してもてる のやっかみを

ることは い ウェルズや が からフェロ

モンを していたかどうかは では らない し

かしフェロモンは のコミュニケ ションの

な であることははっきりしている

のフェロモンについてはテレビのドキュメント

などでも く されているので する

として ここでは のフェロモンについて え

てみる の は

のフェロモンを つに している まずは

としてのフェロモン の に

の からサルと じフェロモンを すことが

で されている また の では の

から を する が されている に

いわゆる が う である これ

はもちろん エリアの

などで に かれる そして に

な い に した ウェルズの な

ども して が な いを していたわけで

はないだろう も めた から する

が いとしか いようの い となり を

ひきつけたのだと う これは して をブレ

ンドしても られるものではない の で

も は も を させてしまった であろ

うが それでも いでもって のコミュニケ

ションを っているのは らかである は

から に するにつれて や

を る を させた そして が

することになるのだが に が しく

える で してきた やがて が むに

つれて への という には し

ない から ると な が こった

そしてそこから じる を するべく

という が になり に は を

するようになったと われる いそのもの

が される となったのである しかし

にして という から した

はそれそのものが となり と う を

してしまうといった き ぎた に

なるのである に ってからも となくあ

らゆる で り される の にはこ

の が を としているように えるので

ある

い に いて な を べてみた

えれば えるほど は としての を

めているように える しかしここで に

い の を えるつもりはない は

した け ち されたものが かをも

う え しなおすことではないかと うの

である

たかまつのりあき

ー 不思議 思 彼 引 女性

理由 聞 、彼女 彼 体臭 引

答 。歴史的

体臭 異性 引 逸話 楊貴妃

例 筆頭 数限 。我々

比喩 持 出 同性 語

多 。 楊貴妃 体

発 今 解 。

動物 ー 重

要 方法 。動物一

般

番組 数多 紹介 割愛

人間 考

。京都大学霊長類研究所 大島清氏 人間

三 分類 。 動物

一般 。女性 場合、排卵期

膣 中 同 出 研

究 確認 。 特定 人種 性器

周辺 芳香 発 事 確認 。次

体臭。我々 普通匂 体臭 。

性別 年齢 人種 生活 気候

風土 様々 分 。 最後 文化的

匂 。上 紹介 Ｈ・Ｇ・ 逸話

決 彼 物理的 匂 発

。人格 含 体全体 発 雰

囲気 匂 言 無 力 女性

思 。 決 香水

得 。哺乳類 中

人類 最 嗅覚 退化 種

匂 個体間 ー

図 明 。人 四足

歩行 二足歩行 進化 視覚 聴覚

司 大脳新皮質 増大 。 視覚 一

番発達 同時 嗅覚 著

衰 方向 進化 。 文明 進

都市 人口集中 自然界 存在

得 生態系 見 異常 現象 起 。

生 問題 解決 、公衆

衛生 概念 元 次第 社会 脱臭化

嗜好 思 。匂

排除 対象 。 往々

公衆衛生 概念 逸脱 排除行為

目的的 自分 違 他者

排除 隠蔽 行 過 行為

。近代 入 幾度

地域 繰 返 大量殺戮 背景

排除精神 影 落 思

。

以上「匂 」 付 簡単 考察 述 。

考 考 人類 生物 生命力

弱 思 。 声高

「匂 」 復権 訴 。問題 上

記 抜 落 排除隠蔽 何

一度考 認識 思

。
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社団法人 日本建築士事務所協会連合会
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「建築 信頼回復 ー 」の フォ ラム
・日 時 平成 年 月 日
・会 場 兵庫県公館

・問 合
建築 信頼回復 ー 事務局

／ ３
／

／

19 14

078-362-8286

※平成 年 月中旬 参加申込受付開始予定19 １ より
い わせ
の フォ ラム

TEL
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■ ー 号投稿 願

編 集 後 記

アプロ チ のお い37

会員・賛助会員 皆様 、何 会報発行

協力願 、本誌面 通 、会員相互

話 合 場 当欄 活用戴 、皆様方

投稿 待 。内容 自由

。

投稿先

〒 神戸市灘区船寺通

成瀬設計事務所 成瀬 秀一

：

会社法 改正、建築士法 改正等、我々 取巻

環境 厳 、何 確実 仕事

減 。 変 。

情報 頂 、会員・賛

助会共々、知恵 出 合 、情報 集約 実

企画 、会 活性化 為、参加

人 、仕事

、情報発信 心 。

成瀬 秀一

の には かと のため

にご っておりますが を じ

の し いの として をご きたく

のご をお ちしております については

です

の の の

く は しく もしなければ に が

ってきます ピンチをチャンスに えていく

いろいろなところから を いて

を し い を して

りのある をし の の する

すべてに につながるチャンスやメリッ

トがあるような を がけたい

657-0842 4-5-21

- .

０７８－８６２－０８１０
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FAX
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